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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。
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よき経 営 者をめざすものの団体 それが法人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支
援する全国組織、それが法人会です。現在、約 90万社の会員企業、41都道県に442の単位会を擁する団体として大き
く発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニ
オンリー ダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域
に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。
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法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。
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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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【教 育 税】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

教育税とは、日本復 帰前の沖縄において、教育区
の経費に充てる目的税の一種である。教育区の自主
財 源と位置づけられ、市町村が 賦課 徴収にあたっ
た。しかし、下記のような制度上の問題点があった
ため、1965年に廃止された。

【教育税の問題点】市町村は徴収の義務のみを負わ
されて、教育税の問題に関与できないこと。市町村
によって税負担にばらつきがあること。税法として
の裏づけがなく、滞納者に対する強制措置がとれな
かった。教育費は年々上昇し負担能力の限度を超え
る事態になった。

3 平成 27年度 会員増強運動月間を終えて
◎ 田中晴弘　組織委員長

4 新入会員研修（歓迎）会
◎ 小竹良夫　公益社団法人 荻窪法人会会長
◎ 田中晴弘　組織委員長
◎ 井上丈晴　荻窪税務署副署長

6 新入会員研修会に出席された方々のあいさつ
9 税務コーナー　

10 新春特別講演会

杉並区の防災対策について
◎ 杉並区役所 危機管理室 武田 護 防災課長 

12 3団体共催新春特別講演会

日本経済の展望
◎ 吉崎達彦 双日総合研究所 チーフエコノミスト 

14 本音トークの座談会SERIES
「意外と知らない総務委員会の役割と活動 」

総務委員会座談会
20 追悼のことば 故 保坂房雄副会長を偲んで

22 ［ 平成 27年度 ］各ブロックの春季研修会レポート
25 e-Tax推進税理士事務所について

26 税制委員会より

28 税制講演会  開催のご報告

29 ブロック・委員会・部会報告

・厚生事業委員会
・税制委員会
・青年部会
・女性部会



3　

加
入
率
で
東
法
連
49
単
体
で
第
1
位

全
法
連
で
ベ
ス
ト
15
位
以
内
に
入
る
成
績

平成27年度

会員増強運動月間を終えて
田中晴弘 組織委員長

会 員 の み な さま へ の お 願 い

お知り合いの方で、法人あるいは特別会員
（個人事業主あるいは個人）で荻窪法人会
の諸活動に興味がある方のご紹介をお願
いしたいと存じます。一緒に会合、行事に
参加されれば一層楽しい会になります。
ぜひ、事務局、ブロック、支部の役員に
ご一報ください。なお、荻窪法人会エリア
以外の紹介もお気軽にご相談お受けいた
します。よろしくお願いいたします。

組
織
委
員
会

TANAKA Haruhiro

組織委員会とは、未加入法人ヘの会員増強運
動推進のために、各ブロック・支部・部会から
推薦された役員が勧奨活動する委員会です。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
繁

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
組
織
委
員
会
の
諸
活
動
に
対
し
、

会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
役
員
、
組
織
委

員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
度
も
加
入
率
77
・

2
％
（
3
月
29
日
現
在
）
の
素
晴
ら
し
い
数

字
を
上
げ
ら
れ
、
ご
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
新
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
公
益
法
人
化
に
伴
い
、
規
約

に
て
2
年
以
上
会
費
未
納
会
員
に
は
退
会
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
加
入
率
で
東
法
連

49
単
体
で
第
1
位
、
全
法
連
4
4
2
単
体

で
ベ
ス
ト
15
位
以
内
に
入
る
成
績
で
す
。
荻

窪
法
人
会
が
公
益
法
人
に
な
り
、
法
人
格
以

外
に
特
別
会
員
様
（
個
人
事
業
主
あ
る
い
は

個
人
）
も
入
会
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
は
や

3
年
経
過
致
し
、
各
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

支
部
で
の
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
率
も

向
上
し
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
、
今
ま
で

に
な
く
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
感
じ
が

い
た
し
ま
す
。
今
後
も
会
員
交
流
が
盛
り
上

が
る
よ
う
に
、
荻
窪
法
人
会
と
し
て
、
会
員

の
地
域
最
大
の
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
の
活

性
化
、
情
報
の
流
通
を
進
め
て
各
会
員
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
会
員
増

強
を
効
率
よ
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
来
年

度
も
会
員
増
強
は
も
ち
ろ
ん
、
大
切
な
会
員

皆
さ
ま
の
法
人
会
ラ
イ
フ
を
充
実
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
各
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
支

部
と
連
携
致
し
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
受
け
賜
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
組

織
委
員
会
活
動
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
変
ら
ぬ
ご
協
力
と
勧
奨
活
動
を
心
よ

り
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



本
日
は
荻
窪
法
人
会
組
織
委
員
会
主
催
に

よ
る
新
会
員
研
修
会
・
歓
迎
会
に
多
数
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
荻
窪
税
務
署
井
上
副

署
長
は
じ
め
幹
部
の
皆
様
に
は
公
務
ご
多
用

の
と
こ
ろ
ご
臨
席
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
組
織
委
員
会
で
は
昨
年
夏
か
ら

会
員
増
強
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
田
中
組
織
委

員
長
、
井
口
担
当
副
会
長
よ
り
御
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
組
織

率
80
％
、
東
京
N
O
1
を
維
持
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
は
創
立
し
て
60
数
年

に
わ
た
り
公
益
法
人
と
し
て
、
地
域
最
大
の

組
織
を
有
す
る
税
を
理
解
す
る
経
営
者
の
団

体
と
し
て
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
歓
迎
会
に
は
多
く
の
新
会
員
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
会
員
の
皆
様
に
は
、
法
人
会
の
活
動
の

目
的
で
あ
る
、
税
に
関
す
る
知
識
の
研
修
、

地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
、
地
域
経
営
者
の

交
流
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
法
人
会
活
動
の

中
で
、
少
し
で
も
皆
様
方
の
会
社
経
営
に
役

立
つ
こ
と
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

新入会員研修（歓迎）会
平成28年3月2日（水）荻窪タウンセブンにて恒例であります組織委員会主催
「新会員研修（歓迎）会」が行われました。
来賓には荻窪税務署より井上副署長、酒井秀幸統括官、岡田上席調査官が出席されました。
新入会員は平成28年3月2日現在68社になります。
プロジェクターを使用した「荻窪法人会とは」という
ガイダンスも行いました。

会
長
の
あ
い
さ
つ

会
社
経
営
に
役
立
つ
こ
と
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

小
竹
良
夫
　
荻
窪
法
人
会
会
長

な
こ
と
で
す
。

今
後
と
も
、
積
極
的
に
法
人
会
が
開
催
す

る
行
事
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
の
後
の
懇

親
会
で
も
名
刺
交
換
を
さ
れ
知
り
合
い
を
増

や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

結
び
に
本
日
ご
参
加
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
で
す
が

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あいさつする小竹会長

毎年、新しく入会した会員の方々のための研修（ 歓迎 ）会を開催し、
法人会の主旨や活動の目的などを説明して法人会への理解を深めてもらいます。
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税
務
署
に
一
つ
の
割
合
で
法
人
会
は
あ
り
ま

す
。
杉
並
区
で
は
、
杉
並
税
務
署
に
杉
並
法

人
会
、
荻
窪
税
務
署
に
荻
窪
法
人
会
が
あ
り

ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
事
業
と
し
て
は
8
つ
の
事

業
を
基
本
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

①
税
知
識
の
普
及
、
②
納
税
意
識
の
高
揚
、

③
税
制
の
提
言
、
④
地
域
企
業
の
健
全
な
発

展
、
⑤
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
⑥
会
員
の
交

流
、
⑦
会
員
の
福
利
厚
生
、
⑧
そ
の
他
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
歴
史
は
、
昭
和
25
年
創
立
、

昭
和
48
年　

社
団
法
人
に
よ
り
東
京
国
税
局

よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
東
京
都

に
所
管
が
移
管
さ
れ
て
、
公
益
社
団
法
人
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
国
税
局
と
は
協
力

団
体
と
し
て
連
携
し
て
お
り
ま
す
。

法
人
格
は
も
と
よ
り
、
個
人
事
業
主
あ
る
い

は
個
人
の
入
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
荻
窪
税
務
署
管
内
稼
働
企
業
数
約

3
0
0
0
社
の
内
、
現
在
70
％
を
こ
え
る
企

業
が
加
入
し
て
お
り
、
公
益
化
に
伴
い
特
別

会
員
が
加
入
さ
れ
て
、
昨
年
度
加
入
率
80
％

を
達
成
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
東
京
都
で
は

新
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
荻
窪
法
人
会
に

ご
入
会
し
て
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
公
益
社
団
法
人
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
て
、
は
や
3
年
経
ち
、
法

人
格
は
も
と
よ
り
個
人
事
業
主
或
い
は
個
人

の
ご
入
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
お
か
げ
さ

ま
で
今
年
度
の
入
会
数
64
会
員
、
こ
の
う
ち

本
日
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
17
新
会
員
で
す
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
新
会
員
研
修
会
及
び
歓

迎
会
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
主
役
は
、
新

会
員
様
で
す
の
で
後
ほ
ど
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
法
人
会
の
役
員
と
の
懇

談
会
で
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

で
は
早
速
、
研
修
会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
法
人
会
は
、
法
人
格
と
し
て
は
現

在
、
全
国
約
85
万
社
の
会
員
企
業
、
41
都
道

府
県
に
4
4
2
の
会
を
擁
す
る
団
体
と
し
て
、

大
き
く
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
を
統
括
す
る
全
国
法
人
会
連
合
会
（
全

法
連
）、
東
京
都
に
は
49
の
単
会
が
有
り
、
東

京
法
人
会
連
合
会
（
東
法
連
）
が
あ
り
ま
す
。

委
員
長
の
あ
い
さ
つ

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
ご
参
加
し
て
人
脈
の
拡
大
、

幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

田
中
晴
弘
　
組
織
委
員
会
委
員
長

新入会員研修（歓迎）会

第
1
位
の
加
入
率
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
ベ
ス
ト

6
位
加
入
率
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

公
益
化
に
伴
い
荻
窪
法
人
会
と
し
て
は
、
会

員
の
地
域
最
大
の
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
の

活
性
化
、
情
報
の
流
通
を
進
め
て
各
会
員
、

地
域
の
発
展
を
図
る
為
に
、
効
率
よ
く
会
員

増
強
を
進
め
て
い
く
目
的
と
し
て
邁
進
し
た

結
果
の
加
入
率
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
層
を
も
っ
と
幅
広
く
広
げ
て
、
会
員

交
流
の
場
を
広
め
た
い
と
思
い
、
法
人
格
は
も

ち
ろ
ん
、
特
別
会
員
と
し
て
、
個
人
事
業
主
、

税
理
士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
議
員
の
皆

様
、
商
店
街
、
医
者
、
飲
食
店
、
諸
団
体
等

に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
加
入
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
荻
窪
法
人
会
は
、
8

つ
の
委
員
会
を
中
心
に
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
、
組
織
委
員
会
、
研
修
委
員
会
、

広
報
委
員
会
、
厚
生
事
業
委
員
会
、
税
制
委

員
会
、
社
会
貢
献
委
員
会
、
e

－

T
a
x
普
及

推
進
委
員
会
と
地
域
と
し
て
は
、
5
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
ま

た
5
つ
の
支
部
に
わ
か
れ
て
組
織
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
源
泉
部

会
と
3
つ
の
部
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に

目
的
を
も
っ
て
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

各
会
員
は
、
支
部
に
所
属
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
担
当
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
研
修
会
、
新
年
会
、
忘
年
会
、

花
見
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
等
が
あ
り
ま
す
。

も
し
法
人
会
活
動
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
支
部
役
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
薦
等
で
、
各
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公
益
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
層
の
幅
が

飛
躍
的
に
広
が
っ
て
お
り
、
人
脈
の
拡
大
、
幅

広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
会
費
以

上
に
法
人
会
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
新
し
く
入
会
さ
れ

た
皆
様
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
ご
事
業
の
発
展
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
荻
窪
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
東

法
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
法
連
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
企
業
情
報
照
合
サ
ー
ビ
ス
等

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

本
日
、
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

支
部
長
に
は
、
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
会

員
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
名

刺
交
換
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
ま
た
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
お
誘
い
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
会
員
み
な
さ
ま
の

法
人
会
ラ
イ
フ
を
十
分
に
満
喫
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新入会員研修会に
出席された方々の
あいさつ
今年も様々な職種の個性豊かな
方々が入会いたしました。ぜひ、法
人会に新風を吹き込み、活発な活
動を期待いたします。

新入会員研修（歓迎）会

こ
ん
ば
ん
は
、
荻
窪
税
務
署
副
署
長
の
井

上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
新
会
員
研
修
・
歓
迎
会
に
お
招
き

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
改
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

本
日
は
、
荻
窪
法
人
会
に
新
た
に
加
入
さ

れ
た
皆
様
と
役
員
、
組
織
委
員
の
皆
さ
ま

と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
研
修
会
・
歓
迎

会
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
荻
窪
税
務
署
と
荻
窪
法
人
会
は
、

長
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の
運
営
に
お
け

る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
関
係
を

築
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
事
業
活
動
は
税
務
に
関

す
る
研
修
会
に
限
ら
ず
、
経
営
に
役
立
つ

講
演
会
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
等
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
新
会
員
の
皆

様
は
法
人
会
活
動
に
大
い
に
参
加
さ
れ
、

ご
自
身
の
事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
法
人
会
で
も
ブ
ロ
ッ
ク

別
の
研
修
会
等
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、

大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
署
か

ら
も
講
師
を
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
法
人
会
の
活
動
を
通
し
て

税
務
に
関
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
署
と
し
て
も
非
常
に
感
謝
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
講
師
の
派
遣
な
ど
ご
協
力
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
平
成
27
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
期
間
中
で
あ
り
、
税
務
署
は
来

署
者
で
大
変
込
み
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
特
集
」

で
申
告
書
を
作
成
い
た
だ
き
、
e

－

T
a
x

送
信
も
し
く
は
郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
荻
窪
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私
か
ら
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
上
丈
晴
　
荻
窪
税
務
署
副
署
長

法
人
会
活
動
に
大
い
に
参
加
さ
れ
、

ご
自
身
の
事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ

第1ブロック 第1支部
有限会社ロジックワークス　山本年浩

地域の方とつながっていければなとい
う思いで、異業種交流会に参加させて
頂いたのですが、雰囲気もよくいろい
ろな方に声かけていただきまして、こ
れなら良い感じで仕事もできるかなと
思い 11月にその場ですぐ加 入さ せて
いただきました。会社はもともと建設
コンサルタント系の下請けをずっとやっ
ていたんですが、それとは別に、ちょっ
とかっこいい言い方をするとIT系、OA
系のコンサルティングなんかもやらせ
て頂いているので、そういった形で地
域の皆さまとつながっていければ良い
なと思っております。

第1ブロック 第 3支部
株式会社ティーエーエス　斎藤 績

会社の内容としては旅行会社です。ぜひ
ご利用、お声掛けいただければと思い
ます。去年の 6月に入会させていただき
ました。やはり入ったからには積極的に
参加しようと思いまして、いろんなイベ
ント、ご案内をいただけるものに参加を
しておりました。まだ 1年たってないん
ですけれども、いつの間にか集まった名
刺の数も100 枚を超え、またお仕事の
話もいっぱいいただいて、動けばきちっ
とした形になるというのを実感できて
おります。今日初めてお会いする方もい
らっしゃると思うんで、後で名刺交換さ
せていただきたいと思います。

第1ブロック 第 4支部
堀真由美税理士事務所 堀真由美

平成 24 年に開業いたしました。結婚し
てからずっと杉並に住んでおりまして、
これ からもずっと住み 続けて仕事も
やっていくわけなんですが、なかなか
勤めてたころは周りが見えてないと言
うか、荻窪というところでどういう会社
があるのかとか、意識したこともなかっ
たんですが、仕事をしてみると、これ
からどんどんかかわっていきたいな、
お手伝いしていけるんじゃないかなと
いうことが、だんだん思えてきまして、
皆さまのお役に立てるような仕事をが
んばっていきたいと思っております。

第1ブロック 第4支部
株式会社キャラバン　堀 俊英

デ ザ インと、 商 品 と か 店 舗 の プ ロ
デュースの仕事をしております。こう
いった会に入るのは初めてなんで、い
ろいろお聞きすることが多くなると思
いますが、どうぞよろしくお願いしま
す。

第1ブロック 第4支部
NPO法人CBすぎなみプラス　阿波睦夫

中小企業の診断士を始めとしてサムラ
イ業の司法 書士、税 理士、そういう
ものが大半を占めてるNPO法人です。
区の委託事業が中心になってるんです
けど、そういった市民活動のサポート
ですとか、また、民間の企業とかある
いは商店 街、町会、そういった支 援
団体をつなぐような活動ができている
ということで、ユニークなのかなと思っ
ております。昨年、法人会に加えさせ
ていただきまして、今後さらに企業と
地域活動団体をつなぐような活動をし
ていけたらいいなと思っております。
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新入会員研修会に出席された方々のあいさつ

第 3ブロック 第11支部
特定非営利法人杉並中小企業診断士会 中村 實

杉並の会は、35 年前（1981年）に任
意団体として発足しました。そして法
人化したのが 2005 年です。私自身も
阿佐ヶ谷生まれで、現在下井草に住ん
でおります。杉並区が大好きです。毎
週月曜日から金曜日、杉並区に 3 名の
相談員を送り、経営相談、融資相談
を約30年間やっております。そういっ
たところで少しでも貢献はできてるか
と思います。それと今 年は特に地 域
活性化で杉並区を中心とした商店街、
これは本気でやりたいと思います。い
くつかのチャレンジをして、少しでも
地域に貢献したいと思ってます。

第 3ブロック 第15支部
株式会社BOSパートナーズ和風ダイニングきざみ荻窪店　高橋広太

ここの近 所で居酒屋をやらせていた
だいてまして、宣伝になればと思って、
参加させていただきました。よろしく
お願いします。

第 4ブロック 第18支部
株式会社アートプルウフ　鹿原正文

弊社は三鷹市になりますが、三鷹市
牟礼で建設業の防水工事を行ってい
る会社です。昨年の 4ブロックのバス
旅行に初めて参加させていただきまし
て、今日も、田中さまとか、ハタさま
とか、永田さまと初めてお会いしたの
がそこのバス旅行で、楽しくさせてい
ただきまして、入会することになりま
した。今後、積極的に、またイベント
等参加させていただきまして、いろい
ろと勉強させていただきたいと思って
おります。どうぞ、よろしくお願いい
たします。

第 4ブロック 第19支部
株式会社コレムラ技研　是村由佳

千葉県の児童発達支援事業、事業所
の放課 後デイを運営されている方へ
のコンサルテーションで行ってまいり
ました。私は行動 分析学という学問
を基に、地 域に根 差したヒューマン
サービス、小さい子どもさんからお年
寄りまでのサービスに関する人間関係
だったりとか、組織運営だったりって
いうところのお手伝いをしたいと思っ
てやっております。荻窪法人会、今、
お話にもありましたように、異業種の
中での地域に根差した交流ということ
で、ぜひ私もその中の1人で、頑張っ
てできればなと思っております。

第 4ブロック 第19支部
東京都議会議員 小宮あんり

東京都議会議員小宮あんりの秘書で
ございます。小宮本人が所属してます
都議会自民党の会 合に出ております
ので、小宮に代わりまして出席させて
いただきました。小宮は石原伸晃大臣
の秘書を13年務めた後、都議会へ送っ
ていただきまして、5 年目を迎えさせ
ていただいております。これから、会
員として皆さんにお世話になります。
どうぞよろしくお願いいたします。

第 4ブロック 第19支部
吉田晴美事務所　吉田晴美

杉並区全域で活動をしております。力
を入れ取り組んでいるのが社会保障
の充 実です。まず、ご 高齢の方、医
療を必要とされている方、介護を必要
とされている方のための医療・介護の
充実。そして次世代を育てる子育て支
援。それから教育。安 全・安心な社
会を作る。それから結局は消費にま
わっていくという好循環を作っていく
ための経済政策っていうものを訴えて
いきたいと思っております。地域の元
気を作るのは中小企業。そして、政治
を変えられるのは女性ではないかとい
う思いで頑張っております。

昨年 3月、「ケアセンターこもれび」と
いう居宅介護支援事業所（ケアプラン
センター）開設いたしました。荻 窪 1
丁目の事務所 兼自宅で、ケアマネー
ジャーとして高齢者の相談支援を行っ
ております。自分自身は荻窪生まれ・
荻窪育ちと言っても、地域で知らない
ことが沢山あります。法人会を通して
地域に関心を持ち、知り合いを増やし
ていきたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

第 5ブロック 第 23支部
合同会社アルテ　今井幸輝

第 5ブロック 第 24支部
税理士法人大

おおとう

藤会計　村田孝太郎
大 藤会計は錦糸町駅 近くにあります
が、荻窪は 26 年 7月まで荻窪税務署
に勤務して、そこを最後に退職したと
いう縁がありまして、1年間荻窪の法
人会の方といろいろお付き合いして、
非常にいい町だな、と。皆さんが 荻
窪っていう町が大好きで、仕事もされ
ながら、地域に貢献されてるっていう
姿を見まして、何か引き続き、これを
ご縁にお付き合いをしたいなというこ
とで、今回、法人会に加入させてい
ただきましたので、何かございました
らお声 掛けしていただければと思い
ます。

第 5ブロック 第 24支部
糸山徹

てつ

税理士事務所　糸山 徹
昨年の7月まで荻窪税務署の税務署長
をしておりました。税 務行政にとても
楽しみながら、明るくご協力いただく
姿を見て、とってもいい会だなと思い
まして、せっかくできたご 縁を続けさ
せていただきたいと思い、この度、入
会させていただきました。私は 37 年間
相続税贈与税、あるいは財産評価、土
地株式の譲渡、そういうものに携わっ
てまいりましたので、そういう分野であ
れば、かなり皆さまのお力になれると
思います。法人会の一員としてお気軽
にご相談いただければと思いますので、
今後ともよろしくお願いいたします。

第 5ブロック 第 24支部
山崎歯科　山崎二朗

青梅街道の荻窪警察署前交差点角で
山崎歯科という歯科医院をやっており
ます。開業して27 年間地域のみなさ
まに支えられてきました。法人会でい
ろんな業種の方とお話しさせていただ
き、見聞を広げて勉強させていただ
きたいと思っております。また、歯や
お口でお悩みのことがありましたら、
ぜひ私の方へお声をかけていただけ
ればと思います。先日、この法人会で
知り合った方とホームページを作りま
した。Web公開いたしましたので「荻
窪の山崎歯科 」と検索していただけれ
ば幸いです。

第 5ブロック 第 24支部
株式会社北進　湯泉卓馬

堀ノ内火葬場の近くで葬儀社をやって
おります。仕事は悲しみの中お手伝い
するお仕事なんですけれども、その方、
お客さんが笑顔になれるように少しで
も助けてあげられればいいなと思いな
がら、日々仕事させていただいており
ます。ご縁をいただきまして、荻窪法
人会に入らせていただいて、先日は青
年部会の方でも新年会に参加させて
いただきまして、非常に皆さん、よく
していただいて、勉強になるなと思い
ながら、すごくありがたく思っており
ます。これからもいろいろな方に会っ
て、いろいろと勉強させてください。

第 5ブロック 第 25支部
清泉クリニック整形外科　新野浩隆

今年の4月で4年目を迎えます。杉並の
皆さんの健康増進に寄与していきたい
と思い、この法人会に参加させていた
だきました。平日は夕方6 時半まで診
療しておりますので、お近くの方であれ
ば仕事帰りにでも受診していただきや
すいようになっております。また、当法
人の理念でもある地域貢献というとこ
ろを頑張ってやっていきたいと思ってお
り、セミナー等も開かせていただいて
おります。お呼びいただければ喜んで
参りますので、ぜひお声かけいただけ
ればと思います。

7　



新 入 会 員 名 簿 平成27年3月3日～平成28年3月2日

支部 法人名 代表者名 所在地 電 話 業 種

第1ブロック
1 （有）ロジックワークス 山本　年浩 杉並区井草 2-35-12- 2-1006 3397-2451 情報サービス
2 （株）ニッケンハードウェア 岡本　秀樹 杉並区下井草 3- 3-26 3394-1521 商社（鋼家具部品）

井草興業（株） 信清　勝 杉並区下井草 2-33- 9 3390-3751 不動産賃貸業
清野　尉由　アクサ生命保険（株） 清野　尉由 杉並区下井草 2-32- 8-308 090-8349-9104 生命保険業

3 （株）ティーエーエス 斎藤　績 杉並区上井草 1-16- 1-101 6913-7150 旅行業
（株）紅藍 松下　周史 杉並区下井草 5-23- 3-101 6913-7247 アニメーション制作業
司法書士道信洋平事務所 道信　洋平 杉並区桃井 1- 1- 4-102 3397-4838 司法書士事務所
杉並区議会議員　島田　敏光 島田　敏光 杉並区下井草 4- 5- 8-206 3390-5850 杉並区議会議員
井口　博之 井口　博之 杉並区上井草 1-24-19 3390-7714

4 特定非営利法人CB すぎなみプラス 味香　興郎 杉並区阿佐ヶ谷北 3- 7-13 5929-8625 NPO 法人
堀真由美税理士事務所 堀　真由美 杉並区井草 2-11- 9-105 3397-6652 税理士事務所

第2ブロック
6 （有）マルギン 岩崎　慶一 杉並区桃井 4-13-16 6794-7024

（有）広川事務所 広川　桂子 渋谷区代々木 5-67- 2 3485-2020 広告・雑誌・写真・ムービー撮影
7 杉並会館マツヤサロン 鈴木　崇弘 杉並区上荻 3-29- 5 3399-9436
8 （株）アズール　あおぞら整骨院 筒井　盛行 杉並区西荻北 3-22-17-105 6802-6634 あん摩指圧

第3ブロック
11 中野智也税理士事務所 中野　智也 杉並区本天沼3-34- 3-V202 6676-6750 税理士事務所

特定非営利法人　杉並中小企業診断士会 中村　實 杉並区下井草 1-25-33 6271-8764 中小企業診断士会
13 とみ笑 富田　薫 杉並区上荻 1- 4- 1 3392-7002 飲食店

洋食　ツバキ亭 榊　真之介 杉並区上荻 1- 6-12-2F 4291-3480 飲食業
いわき七浜 菊地　浩 杉並区上荻 1- 6-11 6383-5377 飲食業

14 （株）WHITE FOX 岩佐　岳 杉並区天沼3- 2- 2-F4 5347-9810 アニメーション制作業
さとちゃん 佐藤　潤 杉並区天沼3-10-17 6310-4056 飲食業

15 （株）BOS パートナーズ　和風ダイニングきざみ荻窪店 高橋　広太 中央区銀座 8- 8-17-8F 5537-2295 飲食業
MK保険ソリューションズ（株） 松下　健一 杉並区上荻 1-23-19 5397-5250 保険業

（株）WISE OWL　ネイルサロン＆スクール P.M.A 関嶋　礼子 杉並区上荻 1-16-17-5F 6279-9990 美容業　ネイルサロン＆スクール
第4ブロック

16 山下工房 折原　公仁 杉並区西荻南 2-24- 4-201 6765-5789 デザイン・フォト・CG イラスト
居酒屋　えんづ 遠藤　大地 杉並区西荻南 2-20- 3-1F 5370-0858 飲食業
コーヒーショップ豆の木 山本　正雄 杉並区西荻南 2-27-10 3333-1073 喫茶・珈琲豆小売

17 （株）ミスティ・キャラバン　いしかわ　キャラバン 森重　恭典 杉並区西荻南 3-12- 1-703 6886-0100 飲食店
18 （株）J POINT DINING　西荻荘 繁谷　信之 杉並区西荻南 3-15- 1 3247-1244 飲食業

おたからや　西荻窪店 宮里　英幸 杉並区西荻南 3- 8- 9-3F 5941-8342
新保　至聴　しんぽ 新保　至聴 杉並区松庵 3-38-14 5370-1668 食堂・レストラン
黒木　研二 黒木　研二 杉並区南荻窪 2-17- 3 6765-7350 個人
鈴木司法書士事務所 鈴木　智洋 新宿区西新宿 7-20-16-503 6908-6278 司法書士行

（有）清水ゴルフ企画 清水　剛一 杉並区井草　1-30-12 080-4135-6929 ゴルフスクール運営
野村　敦 野村　敦 杉並区井草 2-18- 7 5310-4400 個人

（株）アートプルウフ 鹿原　正文 三鷹市牟礼 6-24-12-005 0422-46-8831 防水工事
（有）シルクロード 望月　登美江 杉並区西荻南 1- 4-19 3334-3586 繊維企画、製造

19 髙麗　勇 髙麗　勇 杉並区久我山3-22-16 080-6817-2288 個人
シーダーHATA 秦　寿吉 杉並区久我山3- 7-17 3333-4322
あつみ 葉山　昭 杉並区久我山3-20-16 3332-8394 飲食業
ビクトリーコーポ 秦　カツ 杉並区久我山3- 7-17 3333-4322

（株）コレムラ技研　バラスト事業部 是村　由佳 山梨県甲斐市竜地字池久保 4317 番地 4 5941-9760 製造 / 医療福祉
K・S 唐津　明彦 杉並区久我山5-16-13 3334-7880 シーリング工事
東京都議会議員　小宮　あんり 小宮　あんり 杉並区阿佐ヶ谷南 1-17-23-202 5378-0611 東京都議会議員
吉田晴美事務所 吉田　晴美 杉並区阿佐ヶ谷南 3-31-15- 1F 6276-9860 政治活動

第5ブロック
20 （株）FAP 上野山　聖基 中野区新井 4- 7- 8 1663651 飲食業

上野　エリカ　杉並区議会議員 上野　エリカ 杉並区高円寺 4-18-10-201 090-4134-7936 杉並区議会議員
ミナト矢崎サービス（株） 山口　孝二 杉並区宮前5-16- 4 3332-1171 自動車計装事業

23 合同会社アルテ 今井　幸輝 杉並区荻窪 1-32- 3 3398-8896 ケアマネ事業所
24 山崎歯科 山崎　二朗 杉並区上荻 3-29- 9 3396-0333 歯科

（株）A.O.K 藤倉　周 渋谷区道玄坂 2-18-11-427 3789-6592 音楽イベント業他
ラ.ジョロナ 桐山　ゆう子 杉並区上荻 1-17- 7 3391-6891 飲食業
税理士法人　大藤会計 村田　孝太郎 江東区毛利1-12-10-206 3635-0518 税理士業
はしくら整形外科クリニック 橋倉　一徳 杉並区上荻 1-16-16 3220-0255 個人医院
糸山徹税理士事務所 糸山　徹 中野区中央　3-32- 7 6382-7223 税理士事務所

（株）北進 湯泉　卓馬 杉並区堀ノ内1-17- 2 3313-9444 葬祭業
25 京王不動産 野村　浩司 杉並区荻窪 5-16-12 3392-6811 不動産業

(株)アイム・ユニバース 藍川　眞樹 杉並区荻窪 5-11-17-4F 5347-2707 不動産業
26 行政書士事務所　すだ総合法務 須田　えみ 杉並区阿佐谷北 6-22-14 6356-8794 行政書士事務所

新入会員研修会に出席された方々のあいさつ
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税 務 コ ー ナ ー

平成 28 年 度　国 税 専 門官 採 用 試 験のお知らせ

人事院では、下 記のとおり「 平成 28 年度国 税 専門官採 用試 験」を行います。

◇	受験資格　　

1	 昭和61年4月2日〜平成7年4月1日生まれの者

2	 平成7年4月2日以降生まれの者で、次に掲げるもの

	 （1）大学を卒業した者及び平成29年3月までに大学を卒業する見込みの者

	 （2）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇	受験申込受付期間

1	 インターネット（人事院ホームページ上の申込専用アドレスをご利用ください。）

	 平成28年4月1日（金）午前9時〜4月13日（水）（受信有効）

2	 郵送又は持参（インターネット申込ができない環境にある場合のみ）

	 平成28年4月1日（金）〜4月4日（月）（4月4日までの通信日付印有効）

◇	試験日

1	 第1次試験　平成28年5月29日（日）

2	 第2次試験　平成28年7月12日（火）〜7月20日（水）のうち指定する日時

試 験に関する詳細については人事院・国税庁のホームページをご覧ください。
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事
業
所
に
お
け
る
自
助
の
取
り
組
み

　

本
日
は
、
荻
窪
法
人
会
の
新
年
講
演
会
と

い
う
こ
と
で
、
事
業
所
さ
ん
に
特
化
し
た
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
は
3
つ
に
分
類
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
「
共
助
」、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

防
災
関
係
機
関
が
連
携
、
協
力
し
て
守
る
「
公

助
」
の
3
つ
で
す
。
た
と
え
ば
、
各
家
庭
の
防

災
対
策
と
し
て
の
非
常
食
や
保
存
水
の
備
蓄
、

個
人
や
家
族
で
の
対
策
、
こ
れ
が
自
助
に
な
り

ま
す
。
お
隣
さ
ん
や
ご
近
所
と
の
助
け
合
い
、

こ
れ
が
共
助
で
す
。
消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る

救
出
活
動
が
公
助
に
な
り
ま
す
。
今
か
ら
ち

ょ
う
ど
21
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、

生
き
埋
め
に
な
っ
た
方
を
助
け
た
の
は
、
ご
近

所
の
方
が
約
8
割
で
す
。
そ
の
と
き
言
わ
れ
た

の
が
、
自
助
7
割
、
共
助
2
割
、
公
助
1
割

で
、
い
か
に
自
助
、
共
助
が
大
切
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

帰
宅
困
難
者
と
は
、
災
害
時
の
外
出
者
の

う
ち
、
近
所
の
買
い
物
客
な
ど
を
除
い
た
、
帰

宅
で
き
な
い
人
と
、
遠
距
離
を
徒
歩
で
帰
宅
す

る
人
を
い
い
ま
す
。
3
・
11
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
多
く
の
事
業
者
が
従
業
員
に
帰
宅
を

促
し
、
非
常
に
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
震
災
時
に
い
っ
せ
い
に
帰
宅
し
て
は

い
け
な
い
の
か
。
道
路
が
帰
宅
困
難
者
で
埋
ま

っ
て
し
ま
う
と
、
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
な
い

な
ど
、
救
助
救
出
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
二
次
被
害
に
遭

う
危
険
も
あ
り
ま
す
。
青
梅
街
道
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
、
道
の
両
側
に
は
高
い
建
物

が
並
ん
で
い
ま
す
。
大
き
な
余
震
に
よ
り
、
建

物
か
ら
大
き
な
も
の
が
落
ち
て
く
る
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て
む
や
み
に
移
動

を
開
始
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

施
設
内
に
従
業
員
が
安
全
に
待
機
で
き
れ
ば
、

一
斉
帰
宅
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
災
害
自
助
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
従
業
員
の
た
め
の

備
蓄
品
確
保
、
3
日
分
の
水
、
食
料
、
ト
イ

レ
、
毛
布
な
ど
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
つ
め
に
、
施
設
内
の
安
全
確
保
。
3
つ
め

は
、
家
族
の
安
否
確
認
や
情
報
収
集
手
段
の

確
立
で
す
。

　

3
日
分
の
備
蓄
品
の
目
安
で
す
が
、
1
人

分
で
は
、
飲
料
水
は
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
×
3

日
で
9
リ
ッ
ト
ル
。
食
料
は
1
日
3
食
×
3

日
分
で
9
食
。
区
で
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
や
ア
ル
フ

ァ
米
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
簡
易
ト
イ
レ

は
、
1
日
5
回
×
3
日
分
で
15
回
分
。
毛
布

は
1
枚
あ
れ
ば
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
一
例
で
す
。
現
在
、
東
京
都
の
条
例
に
よ
っ

て
、
従
業
員
の
施
設
内
待
機
お
よ
び
3
日
分

の
備
蓄
が
事
業
者
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
ぜ
、
必
要
な
備
蓄
は
3
日
間
な

の
か
。
災
害
発
生
時
、
人
命
救
助
の
リ
ミ
ッ

ト
が
72
時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

行
政
は
救
命
救
助
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
の
で
、
帰
宅
困
難
者
の
対
応
は
困
難
で
す
。

新春講演会・新年賀詞交歓会が、平成28年1月21日（木）、杉並公会堂小ホール・グランサロンで開催されました。
首都直下地震はいつ起こっても不思議ではありません。事業所として、どのような防災対策をとるべきなのか、杉並
区役所、危機管理室の武田護防災課長にご講演いただきました。

平成28年 新春特別講演会
公益社団法人 荻窪法人会

杉並区の防災対策について
講師：

杉並区役所 危機管理室
武田 護 防災課長 
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警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
の
救
助
活
動
を
妨
げ

な
い
た
め
、
二
次
被
害
か
ら
身
の
安
全
を
図

る
た
め
に
も
、
会
社
が
安
全
な
場
合
に
は
最

長
3
日
間
は
と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

施
設
の
安
全
確
保
と
し
て
、
建
物
の
耐
震

化
の
ほ
か
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
防
止
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
備
蓄
が
3
日
間
万

全
で
も
、
発
災
時
に
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
て
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
心
し
て
施
設
内
に
待
機
す
る
に
は
、
家

族
の
安
否
確
認
手
段
を
確
保
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
徒

歩
で
帰
宅
し
た
方
が
、
最
も
必
要
だ
と
感
じ

た
の
は
、
地
震
の
情
報
で
も
交
通
情
報
で
も
な

く
、
家
族
の
安
否
確
認
情
報
で
し
た
。
会
社

か
ら
従
業
員
の
方
へ
の
連
絡
手
段
も
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
業
務
継
続
の
た
め
に
も
社
内
の

連
絡
体
制
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ

等
、
待
機
し
な
が
ら
情
報
を
収
集
で
き
る
手

段
も
必
要
で
す
。

　

安
否
確
認
の
手
段
に
は
、
N
T
T
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1
や
各
携
帯
電
話
会
社

の
提
供
す
る
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
S
N
S
の

活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
族
や
会
社
の
な

か
で
、
連
絡
に
使
う
手
段
を
複
数
決
め
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
N
T
T
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
定
期
的
に
体
験
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
社
内
の
防
災
訓
練

に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
分
の
会
社
で
従
業
員
を
守
る

自
助
の
話
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
会
社
の
垣

根
を
越
え
て
、
会
社
同
士
が
助
け
合
う
共
助

の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
備
蓄
の

10
％
ル
ー
ル
で
す
。
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
が
、
従
業
員
の
備
蓄
に
加
え
て
、
そ

の
10
％
程
度
を
余
分
に
備
蓄
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
お
客
様
が
来

社
中
に
被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
、
お
客
様

を
「
行
き
場
の
な
い
帰
宅
困
難
者
」
に
し
な
い

た
め
に
も
必
要
で
す
。

　

行
政
で
は
「
行
き
場
の
な
い
帰
宅
困
難
者
」

の
受
け
入
れ
先
と
し
て
一
時
滞
在
施
設
が
あ

り
、
都
内
で
約
2
0
0
カ
所
の
施
設
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
杉
並
区
内
で
は
都
立
杉
並

高
校
の
1
カ
所
で
す
。
そ
こ
で
杉
並
区
で
は
、

一
時
滞
在
施
設
と
し
て
震
災
時
に
帰
宅
困
難

者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
民
間
業
者
の
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
民
間
一
時
滞
在

施
設
で
す
。
現
在
、
4
カ
所
の
民
間
一
時
滞
在

施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
民
間
一
時
滞
在
施
設
は
、
施
設
の
安
全

を
確
認
し
た
あ
と
、
帰
宅
困
難
者
等
を
速
や

か
に
受
け
入
れ
、
水
や
食
料
、
毛
布
な
ど
を

配
布
し
、
ト
イ
レ
や
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
の
施
設

の
衛
生
管
理
を
行
っ
て
、
周
辺
地
域
や
道
路
の

被
害
状
況
、
鉄
道
の
運
行
状
況
な
ど
の
情
報

収
集
お
よ
び
施
設
滞
在
者
に
対
す
る
情
報
提

供
を
可
能
な
範
囲
で
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

東
京
都
で
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
民
間

事
業
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
品
購
入
の
た

め
の
費
用
の
6
分
の
5
を
補
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
杉
並
区
で
は
残
り
の
6
分
の
1

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

公
助
の
取
り
組
み
と
し
て
、
杉
並
区
の
避

難
体
制
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
社
屋
が
著

し
く
損
壊
し
、
中
に
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
や
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
他
の

場
所
へ
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
避
難

す
る
場
所
は
事
前
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

杉
並
区
の
避
難
体
制
に
は
、
震
災
救
援
所

と
広
域
避
難
場
所
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

震
災
救
援
所
は
、
区
内
の
区
立
小
・
中
学
校

等
が
指
定
さ
れ
て
い
て
、
自
宅
が
損
壊
し
、
住

め
な
く
な
っ
た
方
が
、
中
長
期
的
な
生
活
を
送

る
場
所
で
す
。
広
域
避
難
場
所
は
、
大
火
災

の
延
焼
が
迫
っ
て
き
た
場
合
な
ど
、
一
時
的
に

避
難
す
る
場
所
で
、
公
園
や
広
場
が
指
定
さ

れ
て
い
て
、
火
災
が
鎮
火
し
た
あ
と
、
震
災
救

援
所
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
、
避
難
生
活
、
ま
た

は
救
援
物
資
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
周
辺
の
震
災
救
援
所
、
広
域
避
難
場

所
を
複
数
、
把
握
し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
帰
宅
困
難
者
の
心
得
10
か
条
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
わ
て
ず
騒
が

ず
、
状
況
確
認
。
携
帯
ラ
ジ
オ
を
ポ
ケ
ッ
ト

に
。
作
っ
て
お
こ
う
帰
宅
地
図
。
ロ
ッ
カ
ー
開

け
た
ら
ス
ニ
ー
カ
ー
（
ま
た
は
防
災
グ
ッ
ズ
）。

机
の
中
に
チ
ョ
コ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
。
事
前
に
家

族
で
話
し
合
い
（
連
絡
手
段
、
集
合
場
所
）。

安
否
確
認
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等
や
遠
く

の
親
戚
。
歩
い
て
帰
る
訓
練
を
。
季
節
に
応
じ

た
冷
暖
準
備
（
携
帯
カ
イ
ロ
や
タ
オ
ル
な
ど
）。

声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
お
う
。

　

最
後
に
、
防
災
地
図
ア
プ
リ
「
す
ぎ
ナ
ビ
」

の
ご
紹
介
で
す
。
こ
れ
は
区
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
ア
プ
リ
で
す
。
普
段
は
公
式
地
図
ア
プ

リ
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
地
図

の
閲
覧
、
区
立
施
設
の
検
索
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
避
難
場
所
の
確
認
に
も
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。「
す
ぎ
ナ
ビ
」
の
特
徴
は
、

そ
の
本
領
が
災
害
時
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
通
信
が
途
絶
え
て
も
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
地

図
の
表
示
や
、
保
存
し
た
ル
ー
ト
の
案
内
を
利

用
で
き
ま
す
。
危
険
な
場
所
を
写
真
で
投
稿

し
て
、
地
図
上
で
共
有
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

危
険
箇
所
を
避
け
て
、
安
全
な
避
難
経
路
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
防
災
対
策
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

首
都
直
下
地
震
は
必
ず
起
き
ま
す
。
過
去

の
震
災
を
教
訓
に
、
皆
さ
ん
、
十
分
に
気
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
助
で
、
民
間
一
時
滞
在
施
設
を

杉
並
区
の
情
報
を
活
用
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プロフィール

マ
イ
ナ
ス
金
利
を
ど
う
評
価
す
る
か

　

つ
い
一
昨
日
、
2
0
1
6
年
2
月
16
日
に
マ

イ
ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
日
銀
の
黒

田
総
裁
が
2
0
1
3
年
に
着
任
さ
れ
て
始
ま

っ
た
異
次
元
の
金
融
緩
和
、
量
的
質
的
緩
和
で

す
が
、
目
標
の
2
％
の
物
価
上
昇
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
そ
こ
で
飛
び
出
し

た
の
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
す
。
1
月
29
日
の
日

銀
金
融
政
策
決
定
会
合
で
マ
イ
ナ
ス
金
利
が

発
表
さ
れ
た
直
後
は
効
果
抜
群
で
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
円
安
株
高
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
海
外
経
済
の
影
響
を
受
け
て
大
変
な
株
安
、

円
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
こ
と
を
英
語
で
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
・
レ
イ
ト
と
言
い
ま
す
。
あ
ま
り
い
い
意

味
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
は
、

日
本
銀
行
に
対
し
て
普
通
の
金
融
機
関
が
置

い
て
い
る
当
座
預
金
の
ご
く
一
部
に
マ
イ
ナ
ス

0
・
1
％
の
金
利
が
課
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
我
々
の
普
通
預
金
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
お
金
を
引
き
出
し
ま
す

よ
ね
。
冗
談
抜
き
に
今
、
タ
ン
ス
預
金
用
の
金

庫
が
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
を
め
ざ
し
て
始
め
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
、

か
え
っ
て
デ
フ
レ
心
理
を
強
め
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
そ
う
い
う
笑
え
な
い
話
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
が
日
銀
に
預
け
た
お
金
が

減
っ
た
り
、
金
利
全
体
が
減
る
と
、
銀
行
の
経

営
環
境
が
悪
化
し
、
民
間
へ
の
貸
し
渋
り
み
た

い
な
こ
と
が
起
き
て
、
こ
れ
も
ま
た
狙
い
と
は

逆
に
な
り
ま
す
。
こ
の
へ
ん
を
、
ど
う
評
価
す

る
か
は
悩
ま
し
い
ん
で
す
が
、
お
そ
ら
く
金
融

政
策
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
と
い
う
経
済
政
策
は
そ
ん
な
に
間

違
っ
て
い
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
普

通
の
庶
民
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
と
言
わ
れ
た

瞬
間
に
「
俺
の
預
金
は
ど
う
な
る
ん
だ
」
と
い

う
反
応
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
経
済
学

的
に
は
正
し
い
政
策
だ
け
れ
ど
、
心
理
学
的
に

は
ち
ょ
っ
と
問
題
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
金
利
で
す
か
ら
、
や
は
り
負
の

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
高
齢

者
へ
の
リ
ス
ク
で
す
。
お
そ
ら
く
昨
今
の
こ
と

で
す
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
だ
け
ど
い
い
話
が

あ
る
」
と
い
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
、

ご
注
意
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

カ
ギ
を
握
る
「
3
つ
の
中
」

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
の
背
景
に
あ
る
世
界

経
済
の
鍵
を
握
る
の
が
「
3
つ
の
中
」
で
す
。

中
東
と
中
央
銀
行
と
中
国
経
済
、
つ
ま
り
石

油
と
金
融
政
策
と
中
国
の
減
速
で
大
慌
て
を

し
て
い
る
の
が
2
0
1
6
年
の
世
界
経
済
で

す
。

　

最
初
に
石
油
の
話
か
ら
。
石
油
の
値
段
は
、

2
0
1
4
年
夏
ま
で
は
1
バ
レ
ル
1
0
0
ド

ル
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
30
ド
ル
を
割
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
下
落
で
、
大
問

題
だ
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
、
基

3団体共催新春特別講演会が、平成28年2月18日（木）、タウンセブン荻窪で
開催されました。
講師にはエコノミストで、テレビ、ラジオのコメンテーターとして、わかりやす
い解説に定評のある吉崎達彦氏をお迎えしました。

講師：吉崎達彦 双日総合研究所 チーフエコノミスト 
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価
は
ど
う
な
の
か
。
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
も

あ
る
し
、
い
っ
て
な
い
こ
と
も
あ
る
。
私
は
、

こ
う
い
う
講
演
の
機
会
を
年
間
80
回
く
ら
い

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
経
営
者
の
方
々

と
お
話
し
す
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
が
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も
、「
円
安
株
高
で
け
っ
こ
う
だ

け
れ
ど
も
、
こ
の
国
は
人
口
が
減
っ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
国
内
市
場
は
小
さ
く
な
る
よ

ね
」「
政
府
が
抱
え
て
い
る
あ
れ
だ
け
の
負
債

っ
て
、
い
ず
れ
俺
た
ち
の
と
こ
ろ
に
も
く
る
ん

だ
よ
ね
」「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
、
団
塊
の

世
代
も
2
0
1
7
年
を
過
ぎ
る
と
70
代
に
入

っ
て
、
そ
う
い
う
負
担
っ
て
、
ま
た
企
業
に
く

る
ん
で
し
ょ
」
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
気
が
つ
い
た
の
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

い
う
の
は
本
来
、
期
待
に
働
き
か
け
る
政
策
で

す
。
で
す
か
ら
、
政
府
日
銀
は
明
る
い
こ
と
を

言
う
わ
け
で
、
だ
い
た
い
が
短
期
的
な
話
に
な

り
ま
す
。
逆
に
、
民
間
の
側
が
心
配
し
て
い
る

の
は
中
長
期
の
話
で
す
。
企
業
経
営
者
は
「
そ

ん
な
こ
と
よ
り
、
こ
の
国
、
こ
の
先
、
人
口
減

少
の
先
、
ど
う
な
る
の
？
」
と
い
う
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
。
政
府
の
短
期
楽
観
、
民
間

の
長
期
悲
観
。
こ
れ
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
効

か
な
い
な
と
思
い
始
め
た
の
が
、
昨
年
の
夏
ぐ

ら
い
で
し
た
。
そ
こ
へ
昨
年
の
秋
か
ら
、
強
い

経
済
、
子
育
て
支
援
、
社
会
保
障
と
い
う
3

本
柱
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
2
・
0
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
方
向

と
し
て
は
正
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
問
題

は
、
ど
の
程
度
、
実
績
を
上
げ
ら
れ
る
か
に
か

か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

本
的
に
日
本
経
済
に
と
っ
て
い
い
話
で
あ
る
、

そ
こ
を
間
違
え
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
日
本
経
済
が
買
っ
て
い
る
石
油
の
値
段

が
、
ざ
っ
く
り
い
っ
て
6
兆
円
減
り
ま
し
た
。

石
炭
や
天
然
ガ
ス
、
石
油
製
品
な
ど
の
化
石
燃

料
全
体
の
金
額
で
は
、
な
ん
と
10
兆
円
浮
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
税
の
減
免
ど
こ
ろ
で
は

な
く
10
兆
円
減
税
に
ほ
ぼ
近
い
。
な
お
か
つ
、

こ
の
石
油
の
値
段
の
戻
り
は
当
分
な
い
と
思
う

と
恒
久
減
税
に
近
い
。
石
油
の
値
段
が
こ
れ
だ

け
下
が
る
と
、
家
計
や
企
業
に
と
っ
て
大
き
な

下
支
え
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
中
央
銀
行
で
す
。
今
年
は
ア
メ

リ
カ
が
利
上
げ
を
し
て
、
円
安
ド
ル
高
に
な

る
、
こ
れ
が
一
般
的
な
読
み
で
す
が
、
私
は
、

日
本
の
貿
易
収
支
の
改
善
と
い
う
効
果
が
大

き
く
、
む
し
ろ
円
高
じ
ゃ
な
い
か
と
見
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
直
近
で
4
・
9
％

と
以
前
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
1
週

間
30
時
間
以
上
で
、
決
ま
っ
た
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
る
」
グ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ブ
に
つ
い
て
い
る

人
は
半
分
以
下
で
、
社
会
的
に
は
不
満
の
多
い

状
態
で
あ
り
、
と
て
も
金
利
を
す
い
す
い
と
上

げ
ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

3
点
目
が
中
国
で
す
。
中
国
は
ニ
ュ
ー
・
ノ

ー
マ
ル
、
つ
ま
り
「
新
常
態
」
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ど
う
見
て
も
生
産
施
設
が
過
剰

で
、
年
間
8
億
ト
ン
も
鉄
を
作
っ
て
も
使
う

場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
個
人
消
費

は
活
況
で
す
。
今
、
中
国
経
済
の
G
D
P
は

年
間
10
兆
ド
ル
、
日
本
の
倍
以
上
で
す
。
仮

に
、
中
国
13
億
人
の
う
ち
、
収
入
が
上
の
ほ

う
か
ら
1
億
2
6
0
0
万
人
を
取
り
出
し
た

ら
、
日
本
よ
り
ず
っ
と
リ
ッ
チ
な
国
に
な
り
ま

す
ね
。
や
は
り
当
分
「
爆
買
い
」
は
止
ま
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
に
と
っ
て
は
、
い
か
に

い
い
面
を
取
り
込
む
か
が
大
事
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
2
・
0
に
変
容

　

こ
こ
か
ら
は
日
本
経
済
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

ガ
タ
が
き
て
い
る
な
と
い
う
の
が
生
産
で
す
。

経
済
産
業
省
が
発
表
し
て
い
る
鉱
工
業
生
産

の
デ
ー
タ
を
見
ま
す
と
、
2
0
1
4
年
、
15

年
と
も
、
1
月
に
ち
ょ
っ
と
生
産
が
伸
び
て
す

ぐ
崩
れ
る
。
14
年
は
消
費
税
、
15
年
は
中
国

経
済
の
減
速
が
原
因
で
、
夏
場
に
か
け
て
在
庫

が
積
み
上
が
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

企
業
の
能
力
増
強
投
資
も
消
極
的
で
す
。

　

次
は
貿
易
の
動
き
で
す
。
年
度
ベ
ー
ス
の
貿

易
収
支
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
驚
く
こ
と
に

2
0
1
3
年
度
、
14
年
度
と
10
兆
円
く
ら
い

の
赤
字
を
出
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
15
年
度
は

2
兆
円
く
ら
い
で
す
み
そ
う
で
、
実
際
に
は
黒

字
に
な
り
そ
う
で
す
。
日
本
経
済
の
こ
う
い
う

と
こ
ろ
は
評
価
し
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
貿
易

収
支
が
改
善
し
た
結
果
、
経
常
収
支
も
17
〜

18
兆
円
の
黒
字
と
劇
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
雇
用
の
問
題
で
す
。
日
本
の
直
近
の

失
業
率
は
3
・
3
％
で
す
。
有
効
求
人
倍
率

が
1
・
27
倍
。
こ
れ
は
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

1
人
に
対
し
て
、
求
人
は
1
・
27
個
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
都
道
府
県
別
で
今
、
一
番
高
い

の
が
東
京
都
で
1
・
87
倍
。
皆
様
、
人
手
不

足
で
お
悩
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
確
か

に
景
気
回
復
も
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
を
反

映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
全
体
の

雇
用
者
数
は
、
昨
年
12
月
で
5
6
8
2
万
人
、

史
上
最
高
水
準
で
す
。
前
回
、
ち
ょ
っ
と
景
気

が
良
か
っ
た
2
0
0
7
年
と
昨
年
の
男
女
比

を
見
る
と
、
以
前
の
ほ
う
が
男
が
多
い
。
増
え

て
い
る
雇
用
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
な
ん
で

す
。
雇
用
者
数
の
伸
び
は
き
わ
め
て
大
事
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
消
費
に
と
っ
て
も
、
明
日
の

世
代
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
も
大
事
で
す
。

な
ぜ
日
本
は
女
性
活
躍
社
会
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。
あ
れ
は
安
倍
首
相
が
カ
ッ
コ

つ
け
た
の
で
も
何
で
も
な
い
、
冷
徹
な
事
実
で

す
。

　

も
う
一
つ
、
明
る
い
話
で
す
。
外
国
人
の
訪

日
客
数
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
日
本
人
の
外
国
旅

行
を
す
る
人
を
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
昨
年
は
、
な
ん
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

1
9
7
3
万
人
で
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
逆

転
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
8
0
0
万
人
で
し
た
。
そ
れ
が

円
安
や
ビ
ザ
簡
素
化
の
効
果
が
あ
り
、
日
本

食
ブ
ー
ム
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
追
い
風
が
重
な

り
、
今
や
2
0
0
0
万
人
台
で
す
。
日
本
経

済
の
新
た
な
推
進
力
と
し
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
を
成
長
産
業
だ
と
正
面
か
ら
位
置
づ
け
、

今
ま
で
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
だ
っ
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
ど
ん
ど
ん
鍛
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
は
た
し
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
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総務委員会座談会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

総
務
委
員
会
の
役
割
と
活
動

小
笠
原
秀
明 

広
報
副
委
員
長　

一
番
最
初

に
具
体
的
な
総
務
委
員
会
の
役
割
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

松
澤
和
洋 

総
務
委
員
長　

総
務
委
員
会
っ

て
分
か
り
に
く
い
で
す
よ
ね
。
恐
ら
く
そ

う
い
う
質
問
を
さ
れ
る
と
思
っ
て
、
事
前

に
事
務
局
へ
行
っ
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

主
だ
っ
た
も
の
を
抜
粋
し
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、
法
人
会
の
運
営
全
般
。
総
会
、
新

年
会
、
理
事
会
の
運
営
。
運
営
と
は
、
会

場
の
選
定
・
設
営
か
ら
、
議
事
の
策
定
、

司
会
進
行
ま
で
を
や
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
は
よ
く
事
務
局
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
や
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
あ
と
大
き
な
仕
事
と

し
て
は
予
算
と
決
算
の
管
理
。
お
金
に
関

す
る
こ
と
全
般
も
、
総
務
委
員
会
の
仕
事

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
各
委
員
会
か
ら
上
が

っ
て
き
た
行
事
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
の
が

あ
っ
た
ら
ど
っ
ち
か
を
変
え
て
も
ら
う
な

ど
と
い
う
調
整
。
そ
れ
か
ら
、
東
法
連
関

係
、
ま
た
、
他
団
体
と
の
調
整
、
あ
と
税

務
署
と
の
連
絡
係
も
総
務
委
員
会
の
仕
事

で
す
。
以
上
は
明
文
化
さ
れ
て
る
こ
と
で
、

実
際
に
は
、
そ
れ
以
外
の
仕
事
の
方
が
多

く
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
問
題
が
出

て
き
た
と
き
は
、
す
べ
て
総
務
委
員
会
の

仕
事
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
事
務
局
の

職
員
の
労
務
管
理
か
ら
、
会
館
の
雨
漏
り

が
起
き
た
こ
と
ま
で
総
務
委
員
会
で
処
理

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原　

総
務
委
員
会
は
、
だ
い
た
い
年

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
委
員
会
と
か

は
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

松
澤　

会
の
決
算
、
予
算
と
実
績
を
比
較

す
る
表
っ
て
い
う
の
が
四
半
期
ご
と
、
3

カ
月
に
1
回
出
て
く
る
の
で
、
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
年
に
4
回
行
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
委
員
に
見
て
い
た
だ
い
て
、

議
論
を
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
ま
す
。

中
山
一
昭 

総
務
副
委
員
長　

基
本
的
に
は
、

先
ほ
ど
委
員
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
も
の

な
ん
で
す
が
、
全
体
の
潤
滑
油
的
な
も
の

は
す
べ
て
総
務
の
役
割
で
、
か
な
り
多
方

に
及
ぶ
と
思
い
ま
す
。
実
質
は
委
員
長
を

中
心
と
し
て
事
務
局
の
補
佐
の
も
と
に
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
細
か
い
と

こ
ろ
は
委
員
が
分
担
し
て
、
司
会
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
会
全
体
の
た
め
に
重
要
な

委
員
会
で
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
村
達
夫 

総
務
副
委
員
長　

総
務
委
員
会

は
法
人
会
の
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算
が
ど

ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ
て
る
か
、
と
い
う
よ

う
な
報
告
会
が
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
議

論
す
る
。

意外と知らない総務委員会の役割と活動
俯瞰する視点で、「公益性と予算とのバランス」
「法人会の本当のメリット」などを
ざっくばらんにお話していただきました。

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時 々の話題に沿って

話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。
座談会について

出席者： 松澤和洋 総務委員長
 中山一昭 総務副委員長
 木村達夫 総務副委員長
 中島康治 総務副委員長
 小張正就 総務委員
司　会： 岡 博之 広報委員長
 小笠原秀明 広報副委員長 
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じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
澤　

一
番
の
違
い
は
、
事
業
の
公
益
性
の

追
求
で
す
。
公
益
事
業
比
率
が
あ
り
ま
し

て
、
全
体
の
事
業
の
中
で
公
益
事
業
が
50

％
以
上
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
、

公
益
法
人
と
し
て
の
命
題
が
あ
り
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
場
合
は
、
そ
れ
が
50
％
、

今
期
は
ぎ
り
ぎ
り
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
例

年
そ
ん
な
に
余
裕
の
あ
る
数
字
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
は
先
般
、
東
京
都
か
ら
初
め

て
監
査
が
入
っ
て
、「
こ
ん
な
ぎ
り
ぎ
り
で

大
丈
夫
な
ん
で
す
か
、
な
ん
か
あ
っ
た
ら

ど
う
す
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
私
も
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
、

公
益
事
業
を
増
や
し
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
い

も
の
を
減
ら
し
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
バ

ラ
ン
ス
を
常
に
気
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
っ
て
い
う
の
が
、
一
番
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

岡 

博
之 

広
報
委
員
長　

公
益
と
い
う
判
断

は
東
京
都
が
す
る
ん
で
す
か
？

松
澤　

一
般
の
人
も
来
れ
る
よ
う
な
研
修

　

ま
た
新
年
会
や
総
会
、
講
演
会
な
ど
の
、

受
付
・
会
場
の
設
営
を
老
体
に
む
ち
打
っ

て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

小
笠
原　

そ
う
す
る
と
、
総
務
委
員
会

の
役
割
は
、
や
っ
ぱ
り
縁
の
下
の
力
持
ち

的
な
感
じ
で
ど
の
委
員
会
で
処
理
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
取
り
あ

え
ず
総
務
委
員
で
と
い
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
か
ね
。

　

総
務
委
員
会
の
委
員
は
何
人
で
す
か
？

松
澤　

10
名
程
度
で
す
。

小
笠
原　

人
数
は
足
り
て
る
と
思
い
ま

す
か
。

松
澤　

総
務
委
員
と
し
て
10
人
で
す
け

ど
、
そ
れ
以
外
に
、
監
事
の
方
が
3
名
入

ら
れ
て
、
税
理
士
の
先
生
が
一
緒
に
毎
回

出
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
ら
、
委
員
会
と
し

て
は
そ
れ
な
り
の
人
数
で
や
っ
て
い
ま
す
。

中
島
康
治 

総
務
副
委
員
長　

全
部
松
澤
委

員
長
に
処
理
し
て
い
た
だ
い
て
し
ま
っ
て
、

総
務
委
員
会
自
体
の
仕
事
と
し
て
は
存
在

し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
正
直
な
と

こ
ろ
僕
ら
の
と
こ
ろ
に
振
ら
れ
る
っ
て
い
う

の
は
、
木
村
さ
ん
が
言
っ
た
仕
事
以
外
は

な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
松
澤
委
員
長
が
、

忙
し
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

松
澤　

あ
る
方
に
総
務
委
員
会
っ
て
楽
で

す
ね
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
私
も
以
前
の
副
委
員
長
の
と
き
ま
で

そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
ま
し
た
。
そ
の

と
き
は
八
方
さ
ん
が
委
員
長
だ
っ
た
の
で

す
が
、
た
ぶ
ん
八
方
さ
ん
ご
苦
労
さ
れ
て

た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
順
繰
り
だ

と
思
っ
て
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
し
ょ
う
が
な

い
の
か
な
と
。

中
山　

総
務
委
員
全
員
の
議
論
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ス
ピ
ー
ド
が
要
求

さ
れ
る
案
件
は
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
、
全

部
委
員
長
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
っ
て
い

う
立
場
で
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

松
澤　

例
え
ば
、
会
館
が
雨
漏
り
し
て
る

か
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
っ
て
僕
の
所
へ
来
た

と
き
に
、
委
員
会
を
開
い
て
議
論
し
て
も

し
ょ
う
が
な
い
。
こ
れ
は
私
の
判
断
で
業

者
さ
ん
に
見
積
も
り
取
っ
て
、
数
字
が
出

て
き
た
ら
担
当
副
会
長
、
会
長
に
確
認
し

て
い
た
だ
く
。
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
の

で
、
処
理
を
先
に
し
て
、
あ
と
か
ら
皆
さ

ん
に
ご
報
告
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
ね
。
で
も
逐
一
委
員
会
で
報
告
す
る

よ
う
に
は
心
掛
け
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

小
張
正
就 

総
務
委
員　

ま
だ
委
員
に
な
っ

て
浅
い
の
で
、
1
つ
1
つ
が
勉
強
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
会
、
少
し
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
も
、

新
年
会
と
か
総
会
っ
て
、
会
の
中
で
も
非

常
に
ウ
エ
ー
ト
の
重
い
と
い
い
ま
す
か
、
重

要
な
会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
取

り
仕
切
る
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な

役
割
だ
な
と
思
い
ま
す
。

公
益
化
す
る
前
と
現
在
の
違
い

小
笠
原　

公
益
社
団
法
人
に
な
り
ま
し

て
、
公
益
に
な
る
前
と
現
在
の
違
い
と
い

う
の
は
、
総
務
委
員
に
関
し
て
は
何
か
感

松澤和洋 総務委員長

中山一昭 総務副委員長

木村達夫 総務副委員長

中島康治 総務副委員長

小張正就 総務委員

岡博之 広報委員長

小笠原秀明 広報副委員長



 　16

会
な
ど
と
、
規
定
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、

事
務
局
と
総
務
委
員
会
で
判
断
し
て
、
こ

れ
は
公
益
事
業
、
こ
れ
は
そ
う
じ
ゃ
な
い

っ
て
分
け
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
辺

は
見
解
の
相
違
で
、
例
え
ば
、
東
京
都
の

方
が
見
え
た
と
き
に
、
こ
れ
は
違
い
ま
す

よ
っ
て
指
摘
を
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
と
き
に
、
数

字
的
に
ぎ
り
ぎ
り
だ
と
、
ひ
と
つ
間
違
え

ば
50
を
切
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

公
益
性
を
増
や
す
方
法
は
？

小
笠
原　

50
％
ぎ
り
ぎ
り
っ
て
い
う
お
話

が
出
ま
し
た
が
、
何
か
も
う
少
し
増
や
し

て
い
く
た
め
の
策
は
あ
り
ま
す
か
？

松
澤　

委
員
会
が
終
わ
っ
て
、
食
事
を
し

な
が
ら
雑
談
の
中
で
の
方
が
い
ろ
ん
な
意

見
が
出
て
き
ま
す
ね
。

岡　

そ
の
中
で
出
た
話
を
、
他
の
委
員
会

に
、
こ
う
い
う
企
画
で
や
っ
た
ら
ど
う
で

す
か
み
た
い
な
提
案
っ
て
い
う
の
も
さ
れ

る
わ
け
な
ん
で
す
か
。

松
澤　

例
え
ば
、
さ
か
な
ク
ン
、
野
口
健

さ
ん
、
乙
武
さ
ん
ク
ラ
ス
の
一
般
の
方
も

参
加
で
き
る
大
き
な
講
演
会
を
毎
年
や
っ

て
も
ら
う
だ
け
で
公
益
率
は
上
が
る
ん
で

す
。
そ
の
よ
う
な
事
業
を
毎
年
や
っ
て
ほ

し
い
っ
て
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
て
い
ま

す
。
で
も
実
際
に
や
ら
れ
る
の
は
研
修
委

員
会
で
、
あ
れ
だ
け
の
規
模
を
毎
年
や
る

っ
て
い
う
の
も
大
変
で
す
よ
ね
。

小
笠
原　

予
算
の
面
も
あ
り
ま
す
ね
。

松
澤　

そ
の
辺
が
や
っ
ぱ
り
兼
ね
合
い
と

い
う
か
、
他
の
委
員
長
の
ご
苦
労
も
考
え

る
と
あ
ん
ま
り
無
理
も
言
え
な
い
し
、
そ

こ
ら
辺
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

中
山　

公
益
事
業
で
あ
る
か
ど
う
か
の
ジ

ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
の
微
妙
さ
っ
て
い
う
の
は
、

感
じ
て
は
い
ま
す
。

木
村　

公
益
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
と

い
う
こ
と
で
、
前
の
背
筋
よ
り
も
ち
ょ
っ

と
ピ
ン
と
し
て
き
た
の
か
な
と
い
う
感
じ

で
す
。

限
り
あ
る
予
算
の
中
で

中
島　

私
は
現
在
、
宅
建
の
代
表
委
員
会

な
の
で
す
が
、
宅
建
も
公
益
の
比
率
っ
て

結
構
厳
し
い
で
す
。
53
％
ぐ
ら
い
は
あ
る

ん
で
す
け
ど
。
宅
建
の
場
合
、
結
構
決
め

ら
れ
た
講
習
会
や
入
居
す
る
人
用
の
本
な

ど
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
全
部
公

益
性
が
あ
る
と
い
う
形
で
、
そ
れ
で
や
っ

て
も
53
％
ぐ
ら
い
な
ん
で
。
あ
る
意
味
、

50
％
が
で
き
て
る
っ
て
意
外
と
す
ご
い
な
っ

て
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
50
％

使
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

逆
に
言
う
と
、
だ
か
ら
、
公
益
比
率
を
上

げ
る
た
め
に
な
ん
か
を
や
る
っ
て
い
っ
た

ら
、
会
費
上
げ
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
ち

ゃ
う
ん
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
や
っ
ぱ

宅
建
の
方
も
、
公
益
比
率
を
上
げ
る
た
め

に
会
費
上
げ
る
の
か
と
い
う
話
に
も
な
っ

て
た
り
し
て
い
る
。

松
澤　

確
か
に
、
潤
沢
な
予
算
が
あ
れ
ば
、

そ
ん
な
に
、
50
％
を
大
き
く
す
る
っ
て
い

う
の
難
し
い
話
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

1
0
0
0
万
円
か
け
て
、
何
か
大
き
な
公

益
事
業
や
れ
ば
い
い
。
た
だ
や
っ
ぱ
り
そ

う
い
う
予
算
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
ん
で
、

苦
労
し
て
る
わ
け
で
す
。

小
張　

公
益
事
業
の
割
合
っ
て
い
う
の
は
、

非
常
に
シ
ビ
ア
に
考
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
今
ま
で
認
識
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
会
員
の

方
も
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

運
営
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と

小
笠
原　

総
務
委
員
会
と
し
て
、
今
の
公

益
性
の
問
題
と
か
も
含
め
て
、
会
の
運
営

な
ど
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま

す
か
。

松
澤　

一
番
頭
が
痛
い
問
題
は
、
い
ま
ま
で

の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
公
益
比
率
と
財
政

の
問
題
で
す
ね
。

中
山　

こ
れ
か
ら
の
予
算
編
成
で
、
会
費

の
徴
収
だ
と
か
い
ろ
ん
な
も
の
の
中
で
、

和やかな雰囲気のなか
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全
体
の
予
算
が
縮
小
し
て
い
け
ば
、
当
然
、

先
ほ
ど
委
員
長
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
公
益

比
率
の
問
題
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

会
員
数
を
増
や
し
て
会
費
を
多
く
す
る
と

い
う
こ
と
し
か
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。

た
だ
ご
時
世
的
に
、
厳
し
く
な
っ
て
き
た

と
き
に
縮
小
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
す

る
と
一
気
に
50
％
を
切
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
が
出
て
く
る
可
能
性
が
大
な
ん
で
、
そ

れ
に
対
し
て
、
今
、
何
か
手
を
打
つ
こ
と

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

木
村　

公
益
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
50
％

を
切
ら
な
い
こ
と
と
い
う
の
が
1
つ
と
、
赤

字
を
出
さ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

法
人
会
自
体
は
会
社
と
違
っ
て
、
何
か
を

や
っ
て
利
益
を
得
て
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
て
、
会
員
か
ら
会
費
を
も
ら
っ
て
運

営
し
て
い
る
の
で
、
会
員
を
増
や
す
と
い

う
の
が
1
つ
の
手
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

会
や
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
要
望

小
笠
原　

会
や
会
員
の
皆
さ
ん
に
要
望
と

い
う
か
、
も
う
少
し
こ
う
し
て
ほ
し
い
部

分
は
あ
り
ま
す
か
？

松
澤　

他
の
委
員
会
と
の
連
絡
機
関
と
い

う
か
、
会
議
が
年
に
2
回
で
も
持
て
た
ら
。

昔
は
、
委
員
長
会
議
っ
て
あ
っ
た
み
た
い

な
ん
で
す
け
ど
、
今
、
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

委
員
長
同
士
で
話
が
で
き
る
よ
う
な
会
議

が
今
後
開
催
さ
れ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
各
委
員
会
に
公
益
に

対
す
る
お
願
い
も
で
き
ま
す
し
、
例
え
ば
、

広
報
委
員
会
で
「
今
、
企
画
に
行
き
詰
ま

っ
て
る
ん
で
す
け
ど
な
ん
か
い
い
ア
イ
デ
ア

な
い
で
す
か
。」
な
ど
広
報
委
員
会
で
、
い

つ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
っ
て
る
よ
り

は
、
他
の
委
員
会
か
ら
言
い
た
い
こ
と
言

っ
て
も
ら
っ
て
、
使
え
る
も
の
だ
け
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
れ
ば
い
い
話
で
、
そ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
そ
う
い
う
会

議
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て

思
い
ま
す
。

小
笠
原　

そ
う
で
す
ね
、
意
外
に
目
か
ら

う
ろ
こ
み
た
い
な
意
見
が
出
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
ね
。

中
山　

今
、
委
員
長
が
言
っ
た
と
こ
ろ
は

す
ご
く
大
事
な
部
分
か
な
と
思
い
ま
す

し
、
先
ほ
ど
の
公
益
比
率
の
計
算
に
し
て

も
、
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
な
り
、
委
員

長
が
、
そ
の
比
率
を
知
っ
て
や
っ
て
く
れ
て

る
の
か
ど
う
か
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
の
認
知
度
を
上
げ
る
に
は
、

そ
の
よ
う
な
会
議
の
中
で
委
員
長
か
ら
話

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

広
報
を
利
用
し
て

中
島　

広
報
の
方
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
広

報
誌
で
も
う
ち
ょ
っ
と
宣
伝
し
て
い
た
だ

い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
っ
て
い
う

部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡　

広
報
委
員
会
の
中
で
話
し
た
ん
で
す

け
ど
、
総
務
委
員
会
か
ら
の
な
ん
か
便
り

み
た
い
な
項
目
を
設
け
る
の
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
。
今
年
度
は
、
あ
と
1
回

で
終
わ
り
な
の
で
、
次
年
度
に
実
現
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
澤　

委
員
長
会
議
は
も
ち
ろ
ん
、
各
部

会
長
も
入
っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い

会
議
だ
し
、
一
回
や
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
志
村
副
会
長
経

由
で
会
長
に
提
案
し
て
み
ま
す
。
た
だ
、

皆
さ
ん
お
忙
し
い
の
で
、
各
委
員
長
さ
ん

に
も
ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。

経
費
と
公
益
比
率
の
バ
ラ
ン
ス

松
澤　

い
い
機
会
な
ん
で
、
お
知
恵
を
拝

借
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
。
例
え
ば
、

理
事
会
を
や
っ
た
後
に
、
懇
談
会
を
や
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
場
所
を
取
っ
て
、
ケ

ー
タ
リ
ン
グ
を
取
る
か
、
も
し
く
は
お
店

さ
ん
で
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
懇
談
会
に

移
る
ん
で
す
け
ど
。
受
益
者
負
担
を
少
し

ず
つ
上
げ
て
は
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、

まずは委員会の役割について
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5
0
0
0
円
回
収
し
て
、
そ
の
5
0
0
0

円
の
中
か
ら
会
場
費
を
払
っ
て
、
講
師
が

い
れ
ば
講
師
の
謝
礼
も
払
っ
て
、
残
っ
た

分
が
料
理
と
飲
み
物
に
あ
た
る
。
そ
う
す

る
と
、
料
理
と
飲
み
物
に
あ
て
ら
れ
る
の

が
3
0
0
0
円
〜
3
5
0
0
円
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
飲
み
物
を
飲
み
放
題
で
つ
け
て
、

良
い
料
理
を
だ
す
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

た
ま
に
料
理
の
ク
レ
ー
ム
が
き
て
し
ま
い

ま
す
。

小
笠
原　

飲
み
食
い
を
楽
し
み
に
来
て
る

方
も
い
ま
す
よ
ね
。

松
澤　

荻
窪
法
人
会
は
す
ご
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
て
仲
い
い
し
、
一
番
活
発
と
い
っ

て
も
間
違
っ
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
楽
し
い

部
分
を
、
経
費
節
減
だ
と
か
何
と
か
っ
て
、

公
益
比
率
っ
て
い
う
こ
と
を
言
い
訳
に
し

て
削
っ
て
し
ま
う
と
、
や
っ
ぱ
り
つ
ま
ら
な

い
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。
飲
み
会
の
た
め

に
皆
さ
ん
来
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま

す
け
ど
、
そ
の
辺
の
さ
じ
加
減
と
い
う
か
、

そ
の
辺
を
頭
を
悩
ま
せ
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

だ
か
ら
、
も
っ
と
な
ん
か
い
い
方
法
が
あ

れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
ご
意
見
が
い
た
だ
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原　

会
員
さ
ん
同
士
が
触
れ
合
う
場

は
研
修
の
後
の
懇
親
会
。
懇
談
会
に
な
っ

て
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
、

初
め
て
あ
い
さ
つ
が
で
き
た
り
と
か
っ
て
い

う
の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ
り
こ

れ
も
欠
か
せ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

よ
ね
。

松
澤　

た
だ
、
逆
に
会
議
だ
け
出
て
、
懇

談
会
、
常
に
出
な
い
で
帰
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
。

小
笠
原　

そ
う
で
す
ね
。

松
澤　

公
平
性
と
い
う
意
味
で
は
、
受
益

者
負
担
を
増
や
す
こ
と
は
、
す
ご
く
い
い

こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
辺
の

さ
じ
加
減
が
難
し
い
。

“
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
”
法
人
会

木
村　

研
修
委
員
を
や
っ
た
と
き
に
提
案

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
。
そ
れ
は
、

法
人
会
の
名
簿
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
あ

れ
、
も
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
支
部
別
だ
け

で
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
業
種
別
に

分
け
て
、
い
つ
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に

し
た
ら
ど
う
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
家

の
水
道
が
壊
れ
て
、「
ど
こ
で
直
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
」
と
な
っ
た
時
、
こ
う
い
う
と

き
に
法
人
会
の
中
で
、
水
道
を
修
理
で
き

る
会
社
を
見
つ
け
ら
れ
る
。
法
人
会
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
法
人
会
以
外
の
会
社
や
お

店
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
す
る
こ
と
も
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

広
告
料
も
し
っ
か
り
も
ら
っ
て
。

岡　

今
、
法
人
会
の
会
員
の
中
だ
け
で
は

バ
ナ
ー
広
告
は
や
っ
て
ま
す
ね
。

ど
っ
ち
か
っ
て
い
う
と
広
報
の
話
で
す
ね
。

小
笠
原　

広
報
で
も
、
そ
ん
な
話
が
出
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

中
山　

過
去
に
広
報
委
員
長
を
や
っ
て
い

た
と
き
、
法
人
会
商
店
街
構
想
っ
て
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

商
店
会
じ
ゃ
な
く
、
法
人
会
と
し
て
商
店

会
モ
ー
ル（
法
人
会
モ
ー
ル
）が
あ
っ
て
、「
き

ょ
う
は
何
か
が
安
い
よ
」
と
か
、「
こ
の
店

は
こ
う
い
う
特
色
が
あ
る
か
ら
ぜ
ひ
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
構
想
を
、

打
ち
立
て
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
結
局

更
新
を
ほ
と
ん
ど
の
店
が
し
な
い
の
で
途

中
で
座
礁
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
実

難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
必
要

松
澤　

財
政
が
厳
し
か
っ
た
と
き
に
、
法

人
会
で
収
益
事
業
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
話
が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
お
金
を
取
れ
る
よ

う
な
す
ご
い
人
を
呼
ん
で
公
会
堂
で
講
演

会
を
や
る
と
か
、
そ
う
い
う
何
か
ア
イ
デ

ア
が
あ
れ
ば
、
も
う
、
委
員
会
関
係
な
く

だ
し
て
欲
し
い
。

木
村　

仕
事
に
や
く
だ
つ
よ
う
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
や
る

と
い
う
も
の
も
1
つ
の
面
白
い
こ
と
な
の 委員長を中心に様々な意見が
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か
な
と
思
い
ま
す
。
お
金
を
ど
う
取
ろ
う

か
と
か
、
講
師
の
人
の
肖
像
権
を
ど
う
す

る
と
か
、
そ
ん
な
の
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
し

ょ
う
が
。

中
山　

収
益
事
業
の
範
囲
で
す
が
、
例
え

ば
、
歌
手
を
呼
ん
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
収
益
事
業
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

で
す
か
。

松
澤　

そ
れ
を
法
人
会
が
や
っ
て
い
い
の

か
、
ど
う
な
の
か
っ
て
い
う
の
は
、
私
も

勉
強
不
足
で
分
か
ら
な
い
の
で
、
も
ち
ろ

ん
、
調
べ
て
み
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
ん

で
す
が
、
そ
う
い
う
く
く
り
は
取
っ
払
っ

て
、
そ
う
い
っ
た
柔
軟
な
ご
意
見
を
聞
き

た
い
で
す
ね
。

中
山　

ア
イ
ド
ル
歌
手
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
法
人
会
の
認
知
度
を
上
げ
る
と
か
、

若
い
人
た
ち
に
法
人
会
が
ど
う
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
る
の
か
を
知
ら
し
め
る
チ
ャ
ン

ス
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
と
い
う
組
織
を
持
っ
て
る
わ
け

だ
か
ら
、
そ
れ
を
フ
ル
に
生
か
す
こ
と
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し
な

い
限
り
、
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
減
少
の
現
実

中
山　

ち
ょ
っ
と
怖
い
の
は
、
会
員
数
が

減
っ
て
、
経
済
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
下
が
っ

て
き
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
懇
親
会
に
出

す
金
額
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
状
態
じ

ゃ
な
く
て
、
逆
に
下
げ
な
い
と
参
加
で
き

な
い
よ
う
な
状
態
に
、
ダ
ブ
ル
で
な
っ
て

く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
時
期
が
来
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
法
人
会
と
し

て
ど
う
い
う
手
が
打
て
る
の
か
っ
て
こ
と

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
打
ち
よ
う
が
な
い
ん

で
す
か
ね
。

松
澤　

5
年
先
、
10
年
先
の
こ
と
に
な
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
た
だ
今
後
そ
う

い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
か
な
と
。
今
、
会
員
数
は
1
9
0
0

く
ら
い
と
徐
々
に
減
っ
て
い
ま
す
。

木
村　

2
8
0
0
社
く
ら
い
あ
り
ま
し
た

よ
ね
。

中
島　

法
人
会
に
入
っ
て
る
人
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
極
端
な

話
、
法
人
会
に
入
っ
て
い
て
も
意
味
が
な

い
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う

の
で
、
入
会
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出
さ

な
い
と
い
け
な
い
。
あ
と
、
会
と
か
に
出

て
こ
な
い
人
が
辞
め
て
っ
て
る
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
ど
う
止
め
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

真
の
メ
リ
ッ
ト

中
山　

法
人
会
に
身
を
置
い
て
い
た
い
っ

て
い
う
雰
囲
気
を
、
ど
う
や
っ
て
各
委
員

会
が
作
っ
て
く
れ
る
か
の
勝
負
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
懇
親
会
や
個
々
の
飲
み
会
は
必
要

で
す
ね
。

中
島　

実
際
に
は
1
回
も
役
員
会
に
出
て

こ
な
い
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
支
部
も
あ

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
も

し
な
い
と
い
け
な
い
。

木
村　

法
人
会
に
い
る
メ
リ
ッ
ト
っ
て
い
う

の
は
、
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
長
や
支
部

長
が
新
し
い
会
員
を
飲
み
に
連
れ
て
行
っ

た
り
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
。

そ
れ
の
積
み
重
ね
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

松
澤　

木
村
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
私
も
や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
が
つ
な
が

れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
、
し
か
し
、

そ
れ
が
分
か
る
た
め
に
は
、
法
人
会
の
行

事
に
1
年
く
ら
い
我
慢
し
て
参
加
し
な
い

と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
も
初
め
は
、
知
り

合
い
が
全
然
い
な
い
の
で
嫌
で
し
た
が
、

「
嫌
だ
ろ
う
け
ど
我
慢
し
て
出
て
き
て
り
ゃ

あ
楽
し
く
な
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た

の
が
、
保
坂
さ
ん
で
し
た
。
石
の
上
に
も

三
年
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
し
ば
ら
く
す

れ
ば
知
り
合
い
も
増
え
て
い
く
。
だ
か
ら
、

そ
れ
を
、
今
、
組
織
委
員
会
が
一
生
懸
命

や
っ
て
る
退
会
防
止
と
い
う
の
が
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
で
あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
人
脈
が
広
が
る
こ

と
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。
職
種
に
よ

る
と
思
い
ま
す
が
仕
事
に
つ
な
が
る
こ
と

は
め
っ
た
に
な
い
で
す
。
だ
か
ら
、
損
得

で
考
え
て
は
駄
目
で
す
よ
ね
。

木
村　

法
人
会
の
中
で
、
も
う
け
よ
う
と

思
っ
て
付
き
合
っ
た
ら
駄
目
だ
ね
。

　

だ
か
ら
、
本
当
の
意
味
で
の
メ
リ
ッ
ト

が
わ
か
る
に
は
長
く
か
か
る
。

　

私
、
30
年
で
す
か
ら
。

過去の経験をふまえたアイデアも
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弔　辞

友人を代表して、また荻窪法人会の会長として、お別れの言葉を述べさせていただきます。
保坂房雄君、（あえて君と呼ばせて頂きます）昨日の通夜、本日の告別式に参列している皆様方は、貴方の突然の訃報
に接し、驚きと深い悲しみに襲われております。
貴方は、お父上が創業された株式会社保坂彫刻工業所の代表取締役社長として今日まで社業の発展に全力を尽くしてこ
られました。
ご家庭では良妻賢母の朝子夫人とともに、お母上に孝養をつくし、三人のお子様を立派に成長させた、保坂家の優し
い大黒柱でした。
地域社会においても、杉並産業協会会長、荻窪法人会副会長、荻窪優法会副会長、杉並商工会議所副会長、都民銀
行の取引先会長などの重職をつとめられ、地域経済界にも大きな貢献いただきました。
私は荻窪法人会を通じて 30 年以上のお付き合いをいただき、貴方の人柄を敬愛する友人の 1人であります。
貴方は、仕事では、俺は機械と向き合っているときが一番好きだと言う、技術を重視する経営者でした。
また仕事、家庭、友人など全ての人間関係を大切にし、好きな言葉として「人の和」「仲間づくり」これが人生で一番大
事であると常々おっしゃっていました。
お取引先、先輩方には礼節をもって接し、従業員、同輩後輩には何でも相談ができる面倒見の良い社長でした。
明朗で正義感が強く、少し辛口のユーモア、人付き合いの良い、優しいお人柄に触れた方々はここに大勢いらっしゃると
おもいます。
この会場には在りし日の保坂君の、ご家族や友人との一緒の写真が飾られておりますが、楽しかった数々の思い出が目
に浮かびます。
2年半の闘病生活は大変につらかったと思いますが、復帰するためにご家族と共に最後まで頑張ってくれたと思います。
良くも悪くも時代が変わり、世代が変わる現在、貴方のような仕事に打ち込み、人間関係を大事にする経営者、友人、
をこんなに早く失うのは痛恨の極みです。
私たちは、貴方のお人柄である優しさ、正義感の強さ、ユーモアを決して忘れることはありません。
貴方の作った良き人間関係をこれからも継承してまいります。
保坂彫刻工業所もご長男の茂紀君が立派に後を継いでいきます。
これからは、ご兄弟 3人でお父上に代わってお祖母様とお母様をご慈愛してあげてください。
父上は天上から優しく見守ってくれているとおもいます。
ここに、友人と法人会を代表して故人の長年のご功績に深甚なる感謝申し上げ、謹んで哀悼の意を表します。

平成 28年 2月 24日
友人代表

公益社団法人 荻窪法人会会長
小竹良夫

追 悼 の こ と ば

故  保 坂 房 雄 副 会 長 を 偲 ん で
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保坂副会長　追悼　さようなら

走馬灯のようにいろいろな思い出がこみあげてきて、閉じてい
た目を開けるとそこにはホ－さん（保坂副会長が）が蒲団に寝
ています。
話しかけても、何を言っても    答えてくれません。
あまりにも急なこと
元気に治療を続けているとのことだったのに

思えばホーさんに知り合って、40 年近い月日が経ちましたね。
兄貴のような人でした、一緒に生きた大人になってからの青春
を思い浮かべます。

勉強会 同じ年頃の仲間たちと決算書・それぞれの事業所見学  

将来を語り合ったこともありましたね。
研修会 法人会、東商他いろいろなことを研修しましたね。
旅行 いろいろなところに行きましたね、
 国内をはじめ台北・ソウル
ゴルフ よきライバルでしたね
野球 一緒に野球しましたね、
酒 ほんとによく飲みに行きました。
法人会、優法会、産業協会、東商、区の委員会他
　　　　　　　　　　　　　　　活躍をしてこられました。
70歳 これからも今までに引き続き地元になくてはならない

人、地元の私たちのリーダーとして誰もがこれからに
期待していたのに。

ホーさんがよく歌っていたフランク永井の「霧子のタンゴ」が聞
きたくて何十年ぶりに一人でカラオケに行きました。とぎれとぎ
れに耳に残っていく画面のフレーズを見ながら泣いていました。
「好きだから  とても  とても  とても  ……
　　　会いたくて  とても  とても  とても  ……
　　　　　　　　　　　心の奥に生きている　……　」

冷たい小糠雨の降る帰り道に、住さん（住田副会長）の時を思
い出しました、あの時も葬儀の前にお別れをさせていただきま
した。思い出したら余計に悲しくなってきました。

安らかにお眠りください。
お世話になりました。ありがとうございました。
合掌

平成 28年 3月 14日
株式会社チャイルド社　柴田豊幸

保坂房雄を偲ぶ

良き友人を亡くし、寂しい。口は悪いし、物
事をずけずけと言う男だった。良く酒を飲み、
ゴルフもやった。すぐに会いたくなる。会うと
楽しい場を作ってくれる。相手の心をよく読
み、心使いが出来る男。出来ることなら、酒
を飲み、ゴルフをやりたい。

平成 28年 3月 22日
株式会社興建社　水島隆年

保坂副会長を偲んで

広報委員会の岡委員長から、原稿の依頼が
あった時、あまりにもたくさんの事が思い出さ
れ、時間の流れの長さを感じました。
　私がまだ若かった頃、青年部会での保坂
副会長、社会貢献委員会の保坂副会長、や
はり大変お世話になったのは、女性部会の保
坂副会長です。
常任理事会と女性部会の合同研修会で、熱
海に行った事。
女性部会の 1番大きな事業計画は、絵はがき
コンクールですが、桃一小学校の先生方をご
紹介いただき、残暑の暑い中、何度も学校に
足を運んでくださいました。
こうして、1つ 1つ丁寧にご指導いただいた事
を思い出します。
保坂副会長がご挨拶なさる時、必ず「法人会
を通じて良い仲間をつくりなさい」とおっしゃ
っていた事が耳に残っています。
ここに謹んで、お悔やみ申し上げます。
ありがとうございました。

平成 28年 3月 22日
東信水産株式会社　織茂育代
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BLOCK
REPORT

2月9日
第1ブロッ
ク春季研
修会を開
催しまし
た。 講 師
と し て、
荻窪税務
署副署長
である井

上丈晴氏にお願いし、番号制度（マイ
ナンバー）と税制改正についてと、井
上副署長の趣味である弓道について
語って頂きました。番号制度（マイナ
ンバー）について…特定個人情報保護
ガイドライン徹底とかんどころ※詐欺
が横行しているので注意！！

平成 28年度税制改正の大網…個
人所得課税・資産課税・法人課税・
消費課税・国際課税・納税環境整備・
関税の税制改正7項目の概要

弓道に関する用語
①相手の手の内を知る … 弓を握っ
た掌の部分を手の内といい、手の
内の作り方が的中に大きく影響す
る。手の内を見ればその人の腕前が
わかる。  ②手ぐすね（薬煉 ）を引く 
… 「薬煉 」とは松やにを煮たもので、
弓の弦の強度を高める為に麻で作っ
た弦に塗って使用する。合戦の前に
十分な態勢で待ち構えるために、手
に薬煉を取って弦に塗ったことから

「手薬煉を引いて待つ」と言われるよ
うになった。  ③かけがいのない … 
弓を引く際に　右手に皮製 の手袋
をつける。この手袋のことを「かけ」
といい、かけの良し悪しが的中に影
響する。自分に合った手に馴染んだ
かけは、他に替え難いもの。  ④会・
離れ … 弓を引いた状態を「会 」、矢
が離れた後の状態を「離れ」という。
仏教用語の「生者必滅会者定離 」に

由来した言葉で、「命あるものは必
ず滅す」、「会する者は必ず別れる」
という意味からきている。離れの良
し悪しは、会の良し悪しで決まり、
会に至るまで正しく引くことが大事
である。「射即人生 」とも言われるよ
うに、弓を引くことと人生とは、共
通することが多い。

用語を見ると、日常で聞いている
言葉が、弓道の用語であり、内容を
間違った意味として捉えていることも
あるようで、正確に覚えたいと思いま
した。井上副署長様、講演有難うご
ざいました。

第1ブロック春季研修会 第1ブロック  副ブロック長  石黒貞男

平成27年度、1〜5ブロックの春季研修会が行われました。
今回も各ブロックの春季研修会参加者からのレポートを掲載いたします。

次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

［平成 27年度］

各ブロックの春季研修会レポート

SPRING

番号制度（マイナンバー）と税制改正について

講師の井上荻窪税務署副署長

研修会の様子
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平成28年2月24日（水）午後6時よ
り、杉並会館マツヤサロンにおいて、
研修会を行った。出席者は28名であっ
た。北出6支部長の司会で、開会し、私、
河又の挨拶で始まった。挨拶の冒頭、
2ブロック担当の保坂副会長が、2月
18日に亡くなったことを、皆様にご報
告した。保坂副会長のこれまでの我々
に対する思いに対して、感謝の気持ち
を込めて、出席者全員で黙祷を奉げ、
ご冥福をお祈りした。

研修は “グローバル化と
テロのはざまで〜テレビマ
ンが見た英仏米の苦渋の選
択〜” というテーマで行わ
れた。講師は、星出義夫さ
んで、地元の桃井第一小学
校・井荻中学校を卒業。東
大 文学部卒業後、昭和55

年にNHKに入局。ディレクター、プ
ロデューサーとして主に報道番組やス
ポーツ番組を担当。この間に、ロンド
ン、パリ、ニューヨークに駐在。平成
24年よりNHKエンタープライズの執
行役員。現在は、国際放送の番組や
海外番組の調達等を行っている。公
演は、3都市駐在中の出来事を織り
込みながら、フランス、イギリスの外
国観に触れ、イギリスが海外の人を、
外人と認識し、フランスでは、外人を

フランス人でない、と認識していると、
ジョーク交じりの認識を紹介してくれ
た。ロンドンの普通の公立小学校に
息子さんが通っているときの集合写真
を見せてもらった。人種の多さが分か
る写真だった。EUの人々の認識の根
底にある違いを知った。移民の割合
が、日本1.7パーセント、フランスが
15パーセント、など、いろいろな違い
を提示されたが、何が、正しい選択
なのかの結論は語られなかった。移
民の政策、テロとの向き合い方、い
ろいろな文化の尊重の仕方、などな
ど、考えさせられることが多くあった。
また、考えるヒントにもなった講演会
であったと思う。

多くの参加してくれた方々に御礼申
し上げるとともに、今一度、保坂副
会長のご冥福をお祈りいたします。

第2ブロック春季研修会 第2ブロック ブロック長  河又雅之

“グローバル化とテロのはざまで〜テレビマンが見た英仏米の苦渋の選択〜” というテーマで

2月18日（木）午後６時より、荻窪タ
ウンセブン8階会議室にて第3ブロッ
ク春季研修会が開催されました。今
回はいざという時の「災害食・地域の
ネットワーク」と題して日本災害食学
会の守真弓氏を講師にお招きし研修
会を行いました。参加者は総勢31名、
会場は満席の盛況でした。矢澤ブロッ
ク長に開会あいさつをいただき、研
修会が始まりました。

守氏は災害食のエキスパートで、「な
ぜ「ローリングストック（備蓄）が必要
なのか？」「なぜ災害時の食事が重要
なのか？」というサブテーマをもとに
プロジェクターとプリント資料を使っ
て、まず災害時の状況に応じてどの
ようなことが必要になるのか、何が
不足するのかということを事例をふま
えて説明いただきました。電気自動

車の電力を使用してストーブやポット
を使用する訓練など、守さんが実際
に行った訓練の事例はとても興味深
く、参考になるものでした。

また、災害時の食事の重要性・必
要性についても分かりやすくご説明い
ただき、「日頃から備蓄を意識する（自
分が食べたいものを）」「常にアメや
カロリーメイトを持ち歩く」「最近の
災害食事情」「災害食を美味しく食べ
る工夫」など目から鱗の内容でした。

最後に講演中から準備していただ
いた（電気ポット等を使用したデモンストレーショ

ン）アルファ米の炊き込みご飯（アルファ

米に簡単な味付けをして煮たもの）と味付けた
まごを参加者全員で試食しました。

「こんなに美味しいと思わなかった」
など好評を得ておりました。その後、
各委員会からの報告で第1部研修会

は無事終了しました。
第2部懇親会は岡副ブロック長の

司会により始まり、今回守さんをご
紹介いただいた鹿野担当副会長によ
る乾杯で、食事と懇談がスタートしま
した。

研修会後も多くに参加していただ
き、守さんへ個人的に質問をするな
どしてみなさん親交を深め、盛況の
うちにお開きとなりました。

講師の守真弓氏 試食の様子

講師の星出義夫氏 研修の様子

第3ブロック春季研修会 第3ブロック  第14支部長  多比良秀俊

［平成 27 年度 春 季］各ブロックの 研 修 会レポート

いざという時の「災害食・地域のネットワーク」
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［平成 27 年度 春 季］各ブロックの 研 修 会レポート

2月15日、18時より第4ブロック
の春季研修会を西荻南区民集会所
にて開催致しました。外部からの参
加者13名を含め、45名の参加があ
りました。

杉並区地域包括支援センター、ケ
ア24西荻とケア24久我山のキャラ
バンメイトの方々5名にお越しいただ
き、ケア24西荻の大出センター長を
司会、ケア24久我山大久保センター
長を講師に、約1時間、冊子やDVD
を基に、認知症の基礎や認知症の

方々への関わり方について
学びました。

認知症の方が身近にい
らっしゃる方も多く、「こう
いう時は、どう声をかけた
ら良いのか？」「こんな時
はどう対応すれば良い？」
など、具体的な質問も挙
がり「もっと時間をかけて

聞きたかった。」という感想も聞かれ、
認知症や認知症の方々への関わり方
についての関心の高さが窺えました。

研修終了後は、認知症
サポーターの証である「オ
レンジリング」と店舗貼り
だし用の「ステッカー」を
いただきました。

認知症について改めて
考えるだけでなく、より
深く理解することができ、
大変有意義な研修会にな

りました。
2025年には65歳以上の5人に1人

が認知症に罹患すると言われている
中、本研修で終わりではなく、今後、
認知症の方々やご家族が、益々安心
して地域で生活を続けられるような
ブロックづくりをしていきたいと思い
ます。

最後に、この場をお借りして、2
つのケア24の皆様に、再度、御礼を
申し上げます。

2 月26日第 5ブロックの春 季 研
修 会 が、荻 窪タウンセブン 8 階 会
議 室で開催された。嶋ブロック長
のご長男で、株式会社シムイメージ

　代表取締役嶋義信
氏に講 演をお願いし
ました。

ご夫 婦ともに田舎
暮らしを希望し、荻窪
から大分県豊後市の
3, 000 坪もある広 大
な土地の古民家に引っ
越しをされました。

その夢のような環境の生活の様
子を、実際の映像を交えながら田
舎暮らしの素晴らしさ、またご苦労
を40分ほどお話しいただきました。

嶋さんの生活スタイルは、過疎
化が進む地方の地域では、町興し
につながる生活モデルとして、各メ
ディアから取材の申込みが殺到し今
では地元でかなりの有名人だそう
です。

定 員 40 名が
ほ ぼ 満 席 と な
り、たくさんの
拍 手 の 中、 講
演終了となりま
した。

講師の大久保センター長

研修の様子

講師の嶋義信氏

DVD鑑賞の様子

第4ブロック春季研修会 第4ブロック 辰己祐介

第5ブロック春季研修会 第5ブロック  第23支部長  小川尚彦

認知症サポーター養成講座

人生活き活き古民家くらし 〜荻窪から大分へ〜



日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひと
つにe-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するために
は会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京
税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行
うとご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発
したところ70名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組ん
でおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告
でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展して
いくと思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員長　真野 大

e -Ta x 利 用向上を目指し、東 京 税 理士 会 荻 窪 支部の先 生 方全 員にアンケートを実 施しました。
その結果多数の先 生 方から「e -Ta x 推 進 税 理士事 務 所」として会 報 掲載に承 諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-9-9 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 - 7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15 第3野村ビル300号 3392 - 1101
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松 井 税 理 士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 - 7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
黒岩民子 荻窪5-22-12戸田ビル205号室 6795 - 5216
税理士法人
茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合
税理士法人 荻窪5-26-9コスモYビル5F 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美
税理士事務所 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652

山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399 - 7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437

山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 　 e -Ta x 推 進 税 理 士事 務 所（ 敬 称 略 ） 平 成 2 8 年 3 月 4 日 現 在
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税 制 委 員 会より
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平成 28 年 2 月22日、荻窪タウンセブン8 階にて、税制講演会を開
催しました。
酒井先生の具体的な調査事例を交えた講演は、受講していただい
た会員の皆様にとって、とても参考になる内容でした。今回は、そ
の講演内容の概略をご報告いたします。

テーマ：『税務調査による不正計算とスキーム』
講師：荻窪税務署	法人課税第一部門　酒井秀幸統括官

税制講演会 開催のご報告 税制委員　小林誉光（税理士）

租税等に関連する各種の講演会や勉強会の開催をはじめ、政府、国会に対する要望活動等、会員のための活動を行っています。特に、毎
年行われる税制改正要望に関するアンケート調査とその取りまとめについて検討会を開催し、荻窪法人会の会員企業の皆さまの要望を実
現できるように努めております。税制改正要望について、ご意見・ご要望がありましたら、税制委員会までご連絡をいただきたいと思います。

税制委員会とは

講師の酒井秀幸統括官

 １  自 己 紹 介とテ ーマ の 選 定 に つ い て
兵庫県神戸市生まれの 53 歳。父親の転勤により、小中高は渋谷区の西原で育ち、大学は関西の大学
を卒業後、東京国税局に採用された酒井統括官。最初の勤務先は、日本一大きな税務署の渋谷税務署。
時代は、まさに「バブル」で、不正な不動産売買や土地ころがしが横行していた。それからずっと「調査畑 」
の20 代を過ごし、30 代で「国際課税の専門研修」を受けて、「国際税務専門官 」の道へすすみました。
今年の3月で勤続 30年。調査畑一筋であった統括官から「税務調査の現場 」を語っていただきました。

 2  税 務 調 査 の 事 例 か ら
1） 代表者親族への給与は「勤務実態の確認 」

代表者親族への給与の支払いがある場合、調査官は実際に仕事をしているのかを確認します。ある
調査の現場では、調査官が突然、その親族に電話をして「事務所の特徴などを訊ねた 」ところ、ま
ったく答えられなかったため、勤務実態がないことが判明したそうです。親族への給与の支払いは、
勤務実態がポイントになります。

 2 ） 売上除外
① 大きな駅にある「はんこ屋さん 」は、表札などの注文製作を請け負っていました。前金で 5000 円、

完成引渡し時に残金の 25000 円の注文のうち、レジは前金しか打っていないことがわかったのです
が、この理由は「注文記録の大学ノート」と「レジペーパー」との突合せでした。

② ステーキハウスの調査の際、同じ伝票番号の伝票がたまたま 2 枚あり、金額が異なっていました。
ステーキハウスなのに油も飛び散った「汚れた伝票 」のなかに「きれいな伝票 」が多数混入していた
ことから、伝票の不正改ざんしたことが判明しました。

 3  海 外 取 引と 税 務 調 査
ある税務調査では、日本法人と中国にある現地法人との取引で、入金時に売上値引きを計上していた
金額が、実は中国国内で資金を留保しているという「売上除外の事例 」を発見しました。このように、
近年は「国際的な商取引 」が増加しているため、「国税庁でも17都市に長期海外出張者を派遣 」すると
ともに、「租税条約に基づく情報交換 」をおこない、さらに必要な場合、「調査官自らが現地に短期出張
するケース」もあるそうです。
国際的な租税回避行為（スキーム ）により適正な納税義務を果たさないことは公平性を損なうものであ
り、スキームに関する情報収集など適正な納税義務の履行の確保に努めています。また、近年税制面
でも、「国税財産調査書の提出制度 」、「国外転出時課税制度 」、「国境を越えた役務の提供に対する
消費税課税の見直し」など国際税務の適正化に向けた制度の創設が行われています。

国 税 庁 で は、 公 平・適 正な 課 税・徴 収 を 実 現 するた め、 時 代 に あった 調 査 手 法 を 導 入しています。
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厚生事業委員会 K O S E I J I G Y O

第33回  異業種交流会 厚生事業委員   白石弘典

大盛況の異業種交流会で新しい交流が始まる

　平成28年2月5日（ 金 ）、厚生事業委員会主催による第33回異
業種交流会が荻窪タウンセブン8階会議室にて30社39名が参加して
開催されました。今回も組織委員会と協力し未加入法人の皆様にもご
案内いたしました。

岸岡委員長にあいさつをいただき、今回は参加者一人一人から自己
紹介・会社PRを時間をかけて伺いました。

懇親会では、小作委員の乾杯で始まり、普段接することの少ない
様々な業種の方々とお会いし、直接名刺交換をしながら親睦を深め
られていた様子でした。和やかな雰囲気の中で、今まで知り得なかっ
た会員同士がお互いに有意義な交流を続けていければと思っておりま
す。最後に野村委員のご挨拶で散会となりました。

　次回は、平成28年10月27日（ 木 ）に行われる予定です。今まで
参加されたことのない会社、何度も参加されたことのある会社、業種・
職種にかかわらず大歓迎ですので是非ご参加下さいますよう、厚生事
業委員一同心よりお待ちしております。

参加者で記念撮影

昼食の様子

青年部会 S E I N E N

2016年  新年賀詞交歓会 青年部会  組織委員  長谷川記史

2016年  新年賀詞交歓会  開催

平成28年1月28日（ 木 ）、荻窪にある「トラットリアエルモチェーロ」にて青年
部「2016年 新年賀詞交歓会」を開催させて頂きました。野村部会長の新年挨
拶に続き、親会の小竹会長よりご祝辞と乾杯のご発声を賜り和やかに祝宴が進
行されました。

昨年と同じく、着席スタイルにてイタリアンの料理を楽しみました。地元荻窪
での開催という事もあり、37名という多くの方々にご出席頂きました。

また、恒例となりました経済予想クイズでは、今年も豪華賞品を用意し大変
盛り上がりました。

また、ゲスト参加の方（ 入会予定 ）からご挨拶を、会員からは近況報告を頂き、
盛況にて終えることが出来ました。

昨年は青年部が40周年を迎えた節目の年であり、節目からの新たな1年目と
して、変わらぬ会員相互の友情をたたえ、これからの青年部会の更なる発展を
誓い合うことが出来た有意義な時間を過ごしました。 

参加者で記念撮影 経済予想クイズの賞品授与の様子

あいさつする小竹会長
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ブロック・委員会・部会からの報告

税制委員会 Z E I S E I

平成28年税制セミナー（公益財団法人  全国法人会総連合） 税制委員  小林誉光（税理士）

平成28年税制セミナー　参加のご報告

平成28年2月16日（ 火 ）ハイアットリージェン
シー東京にて、「平成28年税制セミナー（ 公益
財団法人　全国法人会総連合　主催 ）」が開
催されました。今回は、このセミナーの様子を
ご報告いたします。

【講演内容】
第1講座 「平成28年度税制改正について」

［講師］財務省主税局審議官 井上裕之氏
第2講座 「わが国財政・税制の課題」

［講師］中央大学法科大学院教授 森信茂樹氏

【第1講座について】
今回の税制改正は、「7つの大きな項目」に分けられます。

［1］成長志向の法人税改革（ 〜法人実効税率20％台の実現 ）
　国際競争力の観点から法人税率の引き下げをする一方で、課税ベースを拡大するべく、「減価償却や欠損金の繰
越控除の見直し」や「法人事業税の外形標準課税の拡大」がおこなわれました。

［2］消費税の軽減税率制度の導入
　平成29年4月〜消費税率10％（ 国税7.8％　地方税2.2％）となるのに伴い、限定対象品目について軽減税率8％

（ 国税6.24％　地方税1.76％）が導入されます。この対象品目は、「飲食料品の譲渡（ 外食や酒類を除く）」と「定
期購読契約が締結された週二回以上発行する新聞の譲渡」です。この軽減税率の導入に伴い、平成33年4月から「適格請求書等保存
方式（ インボイス制度 ）」が導入されることになりました。
　「現行の請求書等保存方式」から「適格請求書等保存方式（ インボイス制度 ）」への円滑な移行をするために、（ 複数税率となる）平
成29年4月から「区分記載請求書等保存方式」が導入されます。これは現行制度を維持しつつも、「税率の区分経理」に対応するため、
請求書の記載が必要になります。

［3］少子化対策・女性活躍の推進・教育再生等に向けた取組
　「三世代同居に対応した住宅リフォームに係る税額控除制度の導入」 「個人の寄附税制の包括的な見直し」 「スイッチOTC薬控除（ 医
療費控除の特例 ）の導入」

［4］地方創生を推進するための取組
　企業版ふるさと納税（ 地方創生応援税制 ）の創設   外国人旅行者向け消費税免税店制
度の拡充   空き家を売却した際の譲渡所得の特別控除の導入   地方法人課税の偏在是正

［5］グローバルなビジネスモデルに適合した国際課税ルールの再構築等
［6］復興を支援するための取組

　復興特区の税制の延長ほか
［7］その他

　車体課税の見直し（ 自動車取得税の廃止、自動車税等の環境性能割の導入 ）   納税環
境の整備（ クレジットカードでの国税納付など）

【第2部講座について】
［1］法人税改革

　法人税の実効税率の引き下げに伴う「地方税の外形標準課税」には違和感があります。
　特に、「付加価値割」の増加は、支払賃金が課税基準の構成要素となっており、「安倍政権の掲げるアベノミクス
の賃上げと矛盾する点」や、「わずか1％の企業しか外形標準課税の対象となっていない点」でも問題があり、別の
仕組みを検討すべきです。

［2］消費税の軽減税率の導入
　軽減税率の導入は時期尚早だったのではないだろうか。そもそも「社会保障と税の一体改革」から安定的な財

源確保を目的に10％とすることとなったが、軽減税率の導入により（ 導入しない場合と比較して）税収が1兆円減少することになる。
　その財源探しの答えが出せないままの軽減税率の導入は問題があります。
　一方で、複数税率の導入による最大の成果は、平成33年4月からの「適格請求書等保存方式（ インボイス方式 ）」の採用決定である。

「益税や不正の防止」だけでなく「事業者間の価格転嫁も容易になる」など、事業者側にも多くのメリットがあります。
［3］所得税の抜本改革

　申告所得者の所得負担率をみると、課税所得が大きい人ほど、分離課税となっている「株式譲渡益」の割合が増加します。これにより、
課税所得が一定額以上増加すると、所得税負担率は、ある点を境に低くなっていく傾向にあります。一方で、「非正規雇用やワーキング
プアの支援をする制度」が日本には少ない。この「格差問題への対応」こそ、少子高齢化対策になるのではないでしょうか。

会場（ハイアットリージェンシー東京）入口

第2講座講師の森信氏

第1講座講師の井上氏

参加された小竹会長、山下委員長、及川副委員長、新井副委員長

会場の様子
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女性部会 J O S E I

女性部会  新年研修会 女性部会  幹事  高橋美保

和やかに  そして華やかに

女性部会 J O S E I

女性部会  日帰りバス研修会 女性部会  厚生事業委員  野村眞理子

早春の山梨バス研修旅行

1月27日、午後6時より女性部会の新年研 修会が来賓以下36名の参加で杉並会館にて開催されました。小竹会長、織 茂部会長の
新年のご挨拶に始まり、柴田副会長より講話をいただきました。演 題は『孫との接し方』。お孫さんのいる会員も多く、皆さん興味深
く聞いていらっしゃいましたが、時間も短くぜひ次の機会に詳しくお話を伺いたいとの声が聞かれました。

続いて懇親会がもたれました。会場にはお土産の花の小鉢、ビンゴゲームの豪華な景品の数々が用意され華やかな雰囲気に満ち
ています。野田顧問の乾杯の音頭に続き、織茂部会長より4名の新会員の紹介があり、自己紹介をしていただきました。若いパワーあ
ふれる方々で今後の活躍が 期待されます。美味しいお料理を楽しみながら、余興はビンゴゲーム、豪華な景品選びに皆さん迷いに迷
っておられました。続いて有志によるカラオケで大いに盛り上がり、恒例となった合唱で心を一つにして女性部会の結束を固めました。
各委員からの報告、お知らせの後、渡辺副部会長の中締めで、今年も素晴らしい年になるようにと祈りつつ、女性部会の新年研 修会
も和やかな雰囲気のうちに幕を閉じました。

桃の節句を祝うように素晴らしい晴天が広がる平成28年3月3日に、荻窪法人会恒例の日帰り
バス研修旅行が実施されました。

昨年ノーベル賞を受賞され、その飾らない柔和な笑顔が印象に深い大村智先生の韮崎美術館
を訪ねるタイムリーな企画です。参加者総勢79名が2台の大型バスに分乗して予定通り7時30分
に杉並公会堂を出発。中央高速では真っ白に冠雪した美しい富士山にお出迎えされました。

談合坂サービスエリアで 休憩後、バスは一路韮崎美術館へ。大村博士が40年あまり収集
された絵画や陶磁器を展示する美術館は、「優れた美術品は人類全ての共有財産である。」との
先生の思いから、平成20年に韮崎市に寄贈されました。

美術館の敷居内には日帰り温泉や食事処も完備、暖かな陽射しにうららかな春風が吹いての
んびりとした気分を満喫しました。

眼福の後はお腹も空いて、甲府富士屋ホテルで美味しいフレンチのコースランチに舌鼓。甲府
富士屋ホテルはショップも充実していてお買いものを楽しむ女性も多く大変好評でした。

その後は、シャトー酒折ワイナリーで試飲と買い物そしてビニールハウス内で満開に咲き誇る
桃の花を鑑賞した後、バスは最後に土産店浅間園に寄りました。温かなお味噌汁のサービスに
体も温まり、笑顔で沢山のお土産を両手に下げた参加者を乗せてバスは帰路につきました。

初春の陽気に恵まれ、富士山や八ヶ岳連峰、遠くに中央アルプス連山の美しい姿を仰ぎ見て
の楽しく充実した日帰りバス研修旅行に、参加者からの「とても楽しい良い旅だったよ。お世
話になりました。ありがとう。」の声が飛び交いました。

ブロック・委員会・部会からの報告

シャトー酒折ワイナリー

満開に咲き誇る桃の花

参加者で記念撮影

韮崎美術館

小竹会長、柴田副会長を囲んで参加者みなさんで記念撮影新年会の様子
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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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